
平成29年2月末現在の
人口の動き

●人口　 14,130人（前月比−13人） 男 7,036人（−14人） ●外国人人口 105人（前月比±0人）男 55人（−5人）女 50人（＋5人）
　（外国籍除く） 　（前年比−92人） 女 7,094人（＋1人） ●世帯数 4,484世帯（外国人のみの世帯含む）

April  No.4894広報せいろう
2017

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑  　

丸

　３月３日（金）、聖籠中学校で卒業式が行われました。
　聖籠中学校の槙田博之校長は、聖籠中校歌の一節を引用し、「一人ひと
りがかけがえのない存在。自分を認め、大切にしてほしい。自分の中にあ
るやわらかな芽を見つけ、育てて新しいことにチャレンジしてほしい」と
式辞を述べました。
　卒業生の皆さんが新しいことにチャレンジし、ますます輝いていくこと
を心からお祈りします。（裏表紙もご覧ください）

学び舎を巣立ち 新たな場所へ
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国庫支出金
5億7,445万円
（8.6％）

使い道を特定して国が
支出する補助金など

県支出金
5億1,189万円
（7.6％）

使い道を特定して県が
支出する補助金など

諸収入
3億3,409万円
（5.0％）

預金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

繰越金
2億円
（3.0％）

前年度から繰り越した
お金

地方譲与税
1億1,000万円
（1.6％）

国税として徴収し一定基準
により町に譲与されるお金

その他
3億9,695万円
（5.9％）

その他交付金、分担金および負
担金、使用料および手数料など

地方消費税交付金
3億円
（4.5％）

地方消費税の清算後一定基
準により町に交付されるお金

円グラフ
92 x 92 mm

町　税
42億2,562万円
（63.2％）

内訳
・固定資産税
　32億4,544万円（76.8％）
・町民税（個人）
　4億7,950万円（11.3％）
・町民税（法人）
　2億8,645万円（6.8％）
・軽自動車税、たばこ税、入湯税
　2億1,423万円（5.1％）

内訳
・固定資産税
　32億4,544万円（76.8％）
・町民税（個人）
　4億7,950万円（11.3％）
・町民税（法人）
　2億8,645万円（6.8％）
・軽自動車税、たばこ税、入湯税
　2億1,423万円（5.1％）

町　債
3,700万円
（0.6％）
借り入れするお金

66億9,000万円
歳 入

66億9,000万円

平成29年度

一般会計
平成29年度
一般会計予算は 

平成29年度  特別会計予算は計43億9,056万円

住みよいまちづくりに
向けスタートします

　
平
成
29
年
度
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
は
66
億
9

千
万
円
、
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
６
会
計
合
計
43
億
９
０
５
６
万
円
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ

る
の
か
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
☎
２
７
︲
１
９
５
６
（
直
通
）

一
般
会
計
予
算

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や

防
災
対
策
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
、
教
育
の
充
実
な
ど
町

民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
主
な
事
業
は
４

～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
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町
税

45億
3,229
万円

45億
464
万円

44億
3,708
万円

77億
5,800万円

68億
5,800万円

42億
5,455
万円

70億
1,500万円

71億円

町
税

42億
2,562
万円

70億
8,000万円

72億
3,600万円

71億
500万円

70億
4,100万円

73億円

77億
590万円

73億
4,500万円

71億
5,200万円

68億
9,100万円

歳入

46億
2,080
万円

48億
2,239
万円

47億
6,950
万円

47億
2,324
万円

44億
3,970
万円

51億
4,187
万円

49億
8,637
万円

44億
6,012
万円

47億
3,684
万円

66億
9,000万円

近年における歳入と
町税の予算額の推移

会　計　名 予　算　額

国民健康保険
事業勘定 15億3,401万円

施設勘定 9,829万円

介護保険 12億4,855万円

後期高齢者医療 7,576万円

県営開拓パイロット事業 991万円

下水道事業
収益的支出 7億1,733万円

資本的支出 3億9,030万円

水道事業
収益的支出 2億8,374万円

資本的支出 3,267万円

66億 9,000万円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
が
望
む
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

老
後
の
自
立
支
援
を
基
本
と
し
、
共
同
連
体
の
考
え
を
軸
に

居
宅
や
地
域
中
心
に
社
会
的
介
護
を
保
障
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
基
づ
き
、

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
高
齢
者
福
祉

の
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特
別
会
計

　

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
維
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
の
維
持
管
理
と
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

良
質
で
安
全
な
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

66億9,000万円

消防費
3億1,561万円
（4.7％）

消防団活動、消防施設
整備など

衛生費
5億5,087万円
（8.2％）

予防検診・保健事業、ご
み処理事業など

公債費
3億4,694万円
（5.2％）

町が借り入れたお金の
返済

農林水産業費
2億6,757万円
（4.0％）

農業・漁業振興、土地改
良事業など

総務費
7億7,148万円
（11.5％）

公害・交通安全対策、選
挙、広域関連事業など

土木費
7億1,675万円
（10.7％）
道路・公園・港湾整備
など

教育費
12億8,905万円
（19.3％）

学校・公民館・図書館事
業など

民生費
20億3,776万円
（30.5％）

高齢者・児童・障がい福祉
事業など

議会費
1億786万円
（1.6％）
議会活動

その他
7,560万円
（1.1％）

基金積立（町の預金）、
雇用対策など

商工費
2億1,051万円
（3.2％）

商工業の振興、観光事
業など

円グラフ
92 x 92 mm歳 出

66億9,000万円



広報聖籠 H29.4　4

地域主権共生・連携

環境・自然

豊かさ

地域主権共生・連携
緑・ふれあい・夢づくり

～協働による　　　
町民自治の実現～

緑・ふれあい・夢づくり
～協働による　　　
町民自治の実現～

環境・自然

豊かさ

協   働協   働

【第４次総合計画の基本理念】

安
全
で
快
適
な

�

生
活
環
境
の
創
造

◆
地
域
特
性
を
活
か
し
た

�

ま
ち
づ
く
り

公
園
維
持
管
理
事
業　

�

３
０
３
８
万
円

都
市
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

業
務
委
託

町
営
住
宅
運
営
事
業

�
８
３
４
万
円

町
営
住
宅
東
山
団
地
の
管
理

運
営

地
籍
調
査
事
業
１
０
６
１
万
円

地
籍
調
査
・
測
量
図
修
正
図

面
作
成
委
託
な
ど

◆
自
然
環
境
と
の
共
生

保
安
林
等
育
成
保
全
事
業

�

４
４
３
４
万
円

森
林
の
管
理
等
業
務
委
託

町
民
緑
化
意
識
高
揚
事
業

�

１
６
８
９
万
円

環
境
美
化
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う

補
助
金
、
重
点
地
区
環
境
美

化
委
託
な
ど

◆
生
活
環
境
の
整
備

道
路
整
備
事
業

�

１
億
３
２
１
万
円

道
路
を
整
備
す
る
た
め
の
調

査
・
測
量
・
設
計
委
託
、
用

地
購
入
、
物
件
補
償
、
道
路

改
良
舗
装
工
事
な
ど

道
路
維
持
管
理
事
業

�

６
５
６
４
万
円

道
路
の
清
掃
、
植
栽
管
理
、

修
繕
な
ど

除
雪
事
業　
　
５
８
２
６
万
円

除
雪
作
業
委
託
、
修
繕
料
な

ど
町
循
環
バ
ス
適
正
運
行
事
業

�

４
８
４
９
万
円

町
循
環
バ
ス
の
運
行
事
業

ご
み
適
正
処
理
事
業

�

１
億
４
０
０
３
万
円

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

へ
の
負
担
金

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
推
進

事
業�

１
億
３
４
０
万
円

ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
、

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
な
ど

安
心
で
き
る

�

暮
ら
し
の
実
現

◆
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

消
防
力
の
整
備
・
充
実
事
業

�

２
億
７
３
４
４
万
円

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

（
消
防
）
へ
の
負
担
金
、
水

道
事
業
会
計
負
担
金
な
ど

防
災
対
策
推
進
事
業

�

２
８
１
３
万
円

消
防
団
活
動
事
業
、
自
主
防

災
組
織
自
立
育
成
事
業
な
ど

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

�

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
事
業

�

２
億
９
９
８
７
万
円

児
童
手
当
扶
助
事
業
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
、

健
や
か
子
育
て
支
援
金
な
ど

放
課
後
対
策
充
実
事
業

�

４
５
２
３
万
円

児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
運
営

経
費

保
育
体
制
充
実
事
業

�

５
億
５
７
６
６
万
円

保
育
業
務
委
託
、
病
児
保
育

業
務
委
託
、
私
立
保
育
園
運

営
補
助

生
活
支
援
事
業

�

２
億
４
５
３
万
円

介
護
給
付
費
等
扶
助
、
障
が

い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業

委
託
・
扶
助

障
が
い
者
助
成
事
業

�

４
６
０
１
万
円

重
度
心
身
障
害
者
医
療
扶
助
、

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
杉
の
子
の
家
）
へ
の
運

営
補
助
な
ど

生
き
が
い
対
策
事
業

�

３
５
９
１
万
円

生
き
が
い
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
委
託
料
、
高
齢
者
応
援

手
当
の
支
給
、
敬
老
会
事
業

な
ど

在
宅
福
祉
対
策
支
援
事
業

�

６
５
４
９
万
円

通
所
介
護
運
営
、
お
む
つ
な

ど
の
給
付
、
介
護
者
手
当
な

ど
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
等

事
業�

７
５
１
８
万
円

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

委
託
・
負
担
金

平
成
29
年
度
一
般
会
計
第
４
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
事
業
の
概
要

【 町の将来像 】
●安全で快適な生活環境の創造�………�9 億 8,612 万円
●安心できる暮らしの実現�…………�22 億 2,045 万円
●学校・家庭・地域の連携による教育力の向上
� …………�4 億 5,785 万円
●地域資源を活かした魅力ある産業の形成
� …………�3 億 3,209 万円
●開かれた行財政の推進�………………�1 億 8,251 万円
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◆
生
涯
健
康
に
暮
ら
せ
る

�

ま
ち
づ
く
り

予
防
接
種
事
業

�

５
０
４
５
万
円

予
防
接
種
の
実
施
、
接
種
料

の
助
成
な
ど

切
れ
目
な
い
妊
産
婦
・
乳
幼
児

保
健
事
業�

７
１
２
２
万
円

妊
産
婦
・
子
ど
も
医
療
費
助

成
、
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
事

業
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

な
ど

健
診
事
業�

３
５
１
２
万
円

各
種
健
診
事
業
の
実
施

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
に
よ
る

�

教
育
力
の
向
上

◆
い
き
い
き
と
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

�

の
教
育

教
育
支
援
事
業

�

３
０
１
４
万
円

英
語
指
導
助
手
委
託
、
非
常

勤
講
師
雇
用
、
学
校
図
書
館

司
書
の
配
置
（
小
・
中
学
校
）

学
校
給
食
業
務
委
託
事
業

�

７
７
４
０
万
円

給
食
調
理
、
配
送
業
務
の　

委
託

情
報
機
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

事
業�

５
６
２
１
万
円

情
報
機
器
借
上
な
ど

人
的
支
援
事
業

�

４
４
８
７
万
円

介
助
員
の
配
置

学
校
等
施
設
維
持
管
理
事
業

�

１
７
１
３
万
円

施
設
改
修
（
こ
ど
も
園
、小
・

中
学
校
）
な
ど

育
英
資
金
貸
与
事
業

�

５
８
９
６
万
円

育
英
生
貸
付
金

◆
豊
か
な
感
性
の
醸
成

社
会
教
育
施
設
維
持
管
理
事
業

�
５
３
１
５
万
円

各
施
設
管
理
業
務
委
託
、
修

繕
な
ど

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

支
援
事
業�

３
１
９
４
万
円

ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う
補
助

金
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
報
酬
な
ど

図
書
館
運
営
事
業

�

１
９
９
０
万
円

図
書
の
購
入
、
図
書
館
業
務

処
理
専
用
機
借
上
な
ど

芸
術
文
化
推
進
事
業

�

２
２
５
４
万
円

文
化
会
館
自
主
事
業
、
文
化

会
館
設
備
操
作
委
託
な
ど

◆
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成

国
際
交
流
事
業�

５
１
１
万
円

中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
や
県
費
留
学

生
と
の
交
流
事
業

地
域
資
源
を
活
か
し
た

�

魅
力
あ
る
産
業
の
形
成

◆
町
の
資
源
を
フ
ル
活
用
し
た

�

い
き
い
き
農
業

生
産
法
人
・
認
定
農
業
者
等

育
成
事
業�

１
２
４
２
万
円

青
年
就
農
給
付
金
、
農
地
中

間
管
理
事
業
な
ど

農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業

�

７
３
０
万
円

農
業
機
械
・
設
備
整
備
に
係

る
助
成
な
ど

生
産
基
盤
整
備
事
業

�

２
４
２
９
万
円

基
盤
整
備
事
業
、
農
道
整
備

事
業
な
ど

水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

�
４
０
０
０
万
円

農
業
再
生
協
議
会
へ
の
補
助

金
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

�

３
６
２
７
万
円

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
地
域
活
動

を
支
援

◆
活
力
と
魅
力
あ
る
漁
業

稚
魚
放
流
事
業�

９
３
万
円

ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
購
入

漁
業
施
設
周
辺
整
備
事
業

�

１
０
８
万
円

加
治
川
河
口
、
次
第
浜
船
だ

ま
り
浚
せ
つ
事
業

◆
自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光

観
光
施
設
運
営
事
業

�

２
４
６
５
万
円

海
の
に
ぎ
わ
い
館
、
海
水
浴

場
の
運
営

観
光
開
発
支
援
事
業

�

２
３
３
０
万
円

観
光
協
会
運
営
支
援
な
ど

ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
推
進
事
業

�

２
１
１
万
円

ク
ル
ー
ズ
客
船
受
入
等
運
営

委
託

◆
未
来
を
支
え
る
商
工
業

中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

�

１
億
２
４
０
１
万
円

商
工
会
運
営
補
助
、
商
工
会

館
施
設
整
備
、
各
種
預
託
金

お
よ
び
利
子
補
給

開
か
れ
た
行
財
政

�

の
推
進

◆
と
も
に
考
え
責
任
を
分
か
ち

�

合
う
意
識
づ
く
り

行
政
連
絡
事
務
等
円
滑
化
推
進

事
業�

１
５
５
６
万
円

報
償
費
、
行
政
連
絡
事
務
・

配
送
業
務
委
託

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
事
業

�

７
１
３
万
円

広
報
せ
い
ろ
う
、
社
会
教
育

だ
よ
り
、
議
会
広
報
の
発
行
、

議
会
ラ
ジ
オ
の
放
送

町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

�

１
０
０
０
万
円

式
典
他
各
種
記
念
事
業
実
施

◆
地
域
主
権
型
社
会
に
対
応
し
た

�

体
制
づ
く
り

広
域
行
政
の
推
進
事
業

�

１
２
２
８
万
円

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

へ
の
負
担
金

◆
将
来
展
望
に
立
っ
た
健
全
な

�

行
財
政
の
運
営

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

�

４
２
０
万
円

返
礼
品
発
送
等
業
務
委
託
な

ど
行
政
事
務
効
率
化
推
進
事
業

�

９
６
４
５
万
円

行
政
事
務
の
電
算
化
の
推
進

な
ど
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聖
籠
町
の
財
政
状
況
は
、
国
や

他
市
町
村
と
同
様
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

収
入
面
に
お
い
て
も
、
景
気
回

復
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
か

ら
大
規
模
な
新
規
設
備
投
資
も
少

な
く
、
一
方
、
固
定
資
産
に
お
け

る
大
規
模
償
却
資
産
の
資
産
価
値

の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
減
収
傾
向

が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の

行
政
施
策
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
財
政
改
革
を
実
行
し
ま

し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
事
業
は
２
２
９

件
で
、
こ
の
う
ち
39
件
の
事
業
を

一
部
削
減
や
廃
止
と
し
ま
し
た
。

　

行
政
内
部
に
お
け
る
も
の
は
除

き
、
皆
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る
事

業
の
見
直
し
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 財

政
改
革
を
実
行　
39
事
業
を
削
減
・
廃
止
し
ま
し
た

平成29年度削減・廃止事業一覧
事業名 事業内容 見直し結果 担当部署

太陽光発電施設
設置補助事業

太陽光発電システムを設置する住宅に対し、
設置容量 1KW 当たり 5 万円を助成（上限
20 万円）。

廃止します。 生　活
環境課
☎27-

1962合併処理浄化槽
設置整備事業

下水道供用区域外の世帯の水洗化・生活排水
処理を推進するため、合併浄化槽の設置経費
の 40％を助成（浄化槽規模により上限あり）

廃止します。

訪問介護利用料
助成事業

同じ月に利用した訪問介護サービス利用料自
己負担額（１割分または２割分）の４割を助
成。

平成 29 年度は現行の自己負担額４
割助成を２割助成とします。平成
30 年度に廃止します。
※経過措置：29年３月利用分まで

　　　　　は現行制度（旧）適用

町民課
☎27-

1952

在宅サービス利用
料
上乗せ分助成事業

在宅サービスの１カ月に利用できる支給限度
額を超えてサービスを利用した場合、超過分
は全額自己負担となるが、その超過分の１／
２を助成。

平成 29 年度は現行の自己負担額１
／２助成を１／４助成とします。平
成 30 年度に廃止します。
※経過措置：29 年３月利用分まで

　　　　　は現行制度（旧）適用
高額介護サービス
助成事業

住民税課税世帯であっても、本人非課税の
場合は介護保険制度上では利用者負担額
37,200 円を超えた部分は全額助成となると
ころ、町で 24,600 円を超えた部分を助成

（37,200 円超は国助成）。

平成 29 年度は現行の自己負担額
24,600 円を超えた部分の助成割合
を全額から１／２とします。平成
30 年度に廃止します。
※経過措置：29 年３月利用分まで

　　　　　は現行制度（旧）適用
長寿祝金支給事業 長寿の祝金として、90 歳以上 94 歳まで

３万円、95 歳以上５万円を毎年支給。
※介護保険法に基づく施設の入所者は対象外

現行の 90 歳以上 94 歳までは３万
円を２万円に、95 歳以上は５万円
を３万円に減額します。　

保　健
福祉課
☎27-

6511寝たきり老人等
介護者手当支給事
業

要介護者と同居している家族の経済的負担
を軽減するため、所得税非課税世帯に月
10,000 円、所得税課税世帯には月 5,000
円を支給。

所得税非課税世帯は現行の 10,000
円を 5,000 円に、所得税課税世帯
は 5,000 円を 3,000 円に減額しま
す。

高齢者及び障害者
向け住宅整備事業

居室・廊下・トイレ・浴室などの改造や段差
解消などを整備するための費用を助成。
対象経費限度額：高齢者 80 万円
　　　　　　　　障がい者、療育手帳 A 
　　　　　　　　　　　　　　　100 万円
補助率：生活保護世帯 10/10　
　　　　所得税非課税世帯 3/4
　　　　その他の世帯 1/2

対象者の基準を現行の世帯合計所得
600 万円を合計収入 600 万円とし
ます。

介護施設サービス
利用者支援事業

施設などへの入所に伴い入所者が負担する費
用の合計が 10 万円を超えた場合、その超え
た分の費用を月当たり３万円を限度として支
給。

廃止します。

高齢者応援手当
支給事業

高齢者の福祉増進と生活の安定を図るために
応援手当を支給（年額）。
第 1 段階 2,200 円、第 2 段階 2,500 円、
第 3 段階 3,500 円、第 4 段階 4,500 円、
第 5 段階 5,000 円、第 6 段階 6,000 円、
第 7 段階 6,500 円、第 8 段階 7,500 円、
第 9 段階 8,500 円

段階ごとの支給割合は変更せずに、
事業費総額を 1,000 万円以内とし
ます。
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削
減
・
廃
止
と
判
断
し
た

 

主
な
ポ
イ
ン
ト

・
同
種
の
事
業
と
の
重
複
は
な
い
か
。

ま
た
、
他
事
業
と
の
整
合
が
図
ら

れ
て
い
る
か
。

・
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
効
果
的
な

事
業
と
な
っ
て
い
る
か
。

・
県
内
、
ま
た
は
近
隣
自
治
体
で
も

同
様
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
聖
籠
町
だ
け
が
突
出

し
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
な
い

か
。

・
国
・
県
の
方
針
に
沿
っ
た
事
業
と

な
っ
て
い
る
か
。

７
８
０
０
万
円
を
節
約
！

　
　
子
育
て
支
援
な
ど
に
充
当

 

改
革
は
続
行
し
ま
す

　

今
回
の
財
政
改
革
に
よ
り
７
８
１

７
万
４
千
円
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
財
源
は
、
子
育
て
支

援
や
教
育
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
な
ど
重
点
施
策
に
充
当
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
も
財
政
改
革
を

継
続
し
、
持
続
可
能
な
安
定
し
た
行

政
施
策
を
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成29年度削減・廃止事業一覧（続き）
事業名 事業内容 見直し結果 担当部署

重度心身障害者医療
扶助事業

医療費の患者負担分を助成。
通院：４回まで通院 1 回あたり 530 円を超えた額を

助成。５回目以降は患者負担額の全額を助成。
入院：１日あたり 1,200 円を超えた額を助成。

4 月 1 日以降の新規受給者証交付から所得
制限を設けます。
※扶養親族がいない場合は 360 万 4 千円

を所得制限額とし、扶養の種類、人数に
より限度額を上げます。

保　健
福祉課
☎27-

6511

在宅重度心身障害者
介護手当支給事業

在宅の重度心身障がい者の介護手当を支給。
　所得税非課税世帯　１万円 / 月
　所得税課税世帯　　５千円 / 月

所得税非課税世帯　１万円/月→５千円/月
所得税課税世帯　　５千円/月→３千円/月

自立支援医療費
扶助事業

自立支援医療費の自己負担額の１／２を扶助。
※自立支援医療…精神通院医療・更生医療・育成医療

にかかる医療費負担の軽減制度。原則自己負担１割
で、所得に応じて負担上限あり。

自立支援（育成・更生・精神通院）医療の
対象者のうち、重度心身障害者医療費助成
の受給者を助成対象から除きます。
※経過措置：29 年 3 月利用分までは現行

　　　　　制度（旧）適用
精神障害者入院費
扶助事業

精神障がいに伴う入院費を扶助。（上限額は、26,000
円 / 月）

上限額 26,000 円／月 → 20,000 円／月
※経過措置：29 年 3 月利用分までは現行

　　　　　制度（旧）適用
難病等の医療費
助成事業

指定難病の患者が、その難病の療養に要した自己負担
額のうち、一部負担金相当額を助成。

対象者の自己負担額に対する助成の割合を
全額助成から１／２助成とします。
※経過措置：29 年 3 月利用分までは現行

　　　　　制度（旧）適用
チャイルドシート
購入費助成事業

乳幼児のためにチャイルドシートを購入した親権者に
対し、対象乳幼児１人につき１回限り助成。
助成の金額：１台につき購入額の１／２を補助
　　　　　　１千円未満切り捨て。上限額は１万円。

廃止します。 子ども
教育課
☎27-

1965
心身障害児の通園・
通学費助成事業

月額７千円を上限に、通園・通学に要する交通費を助
成。

廃止します。

児童クラブ運営事業 山倉・蓮野・亀代児童クラブの施設利用料
・月額利用料６千円、１８時以降の延長分 250 円／

30 分
・緊急一時的利用分４時間未満１回２００円。

　　　　　　　　４時間以上１回３００円。

・利用料月額６千円→８千円、18時以降の
延長分 250 円 /30 分→ 400 円 /30 分

・緊急一時的利用分
　　４時間未満１回 200 円→ 300 円
　　４時間以上１回 300 円→ 400 円

遊休農地対策事業 ①遊休農地を整備し解消する地区協議会に対し、事業
費の２／３を助成。
・障害物撤去、整地などへの支援（１回限り）
・耕うん、播種、除草などへの支援（５回を限度、

１回限度額２万円 / １０a）
②遊休農地を取得または５年以上貸借する方に対し、

事業費の２／３を助成。
・障害物撤去・整地などへの支援（１回限り）

①の耕うん、播種、除草などの支援を５回
限度から２回限度に短縮します。

産　業
観光課
☎27-

1953

無担保無保証人融資
（聖籠町制度資金

支援事業）

金融機関への預託（融資額の１／４）
貸付利子の補給　（年 2.8％のうち 1.8％補給）
保証協会保証料補給
　融資額300万円以下の場合　　　　　 保証料の100％
　　　　300万円超700万円以下の場合　　　〃　75％
　　　　700万円超1千万円以下の場合　 　　〃　50％

制度資金支援事業のうち「無担保無保証人
融資」を廃止します。

お問い合わせ　財政改革全般に関すること�☎ 27-2111（役場代表）�　　※個別の事業は一覧表に記載の担当部署へ
　　　　　　　税務財政課�財政係（内線 141・142）　または　総務課�総合政策係（内線 223・224）
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　聖籠こども園では、家庭で子育てが楽しめるように、すくすくサロン｢さくらんぼ｣のお部屋を開放していま
す。お家で子育てをしている人が集まり、広いお部屋で元気いっぱい遊びながら、お子さんの子育てを楽しんで
います。また、利用者同士仲間になったり、看護師や栄養士の育児相談も気軽にできます。みなさん、お友達と
誘い合っておいでください。

聖籠こども園
子育て支援センター

みんなと一緒に遊びましょう
おいでよ！仲間になろうよ！

すくすくサロン ｢さくらんぼ｣ 【 連絡先 】
電　話　　２７－３３２２
ＦＡＸ　　２７－８８８８

「すくすく」の主な予定
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
★大きくなぁれ　身長・体重測定
　＊第１火曜日…測定日（０～１歳６ヵ月児の日）・相談日
　＊第２火曜日…測定日（１歳７ヵ月児以上の日）
★子育て相談・・・月曜日～金曜日
　　＊保育士・栄養士・看護師が相談に応じます。
★離乳食試食会・・・月１回
　　＊初期・中期・後期・完了期で実施しています。
★季節の行事や製作・リズム

＊講話・七夕会・秋の会・クリスマス会・ブックスタ
ートなどの行事があります。また、毎月、各年齢で
楽しむ親子触れ合い遊びも計画しています。

★お話タイム
＊親子で絵本に触れ合うひと時を設けています。また
スタッフによる絵本の読み聞かせをしています。

★お父さんもおいでよ！
＊すくすくサロン「さくらんぼ」でお父さん
も一緒に遊びましょう。いつでもお父さん
の参加大歓迎です。

「さくらんぼ」利用にあたって！
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

★お子さんの遊び相手をしながら、親子の絆をし
っかり深めることができます。

★親子で仲間作りが楽しめリフレッシュできます。
★家庭以外の人とのかかわりが体験でき社会性が
育まれます。

★子育ての悩みや心配ごとなど気軽に相談できます。
★安心して子育てが楽しめる情報がいっぱいあり
ます。（離乳食メニュー・トイレトレーニング・親子遊びなど）

開放日…月曜日～土曜日（無料です）
　　　　★午前 8時30分～ 11時30分
　　　　★午後 3時～ 5時

４月はこんなことがあるよ！
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
10日（月）　すくすくオープン
11日（火）　測定日・相談日
　　　　　（０～１歳６ヵ月児の日）
18日（火）　測定日（１歳７ヵ月児以上の日）
19日（水）　春の会（こいのぼり作り）10：30～
26日（水）　春の会（こいのぼり作り）10：30～
　　＊春の会はどちらか都合のいい日においでください。
　　＊時間に遅れないようにおいでください。
24日（月）　お誕生会

お友達も誘っておいでください。
　　※持ち物…飲み物（お茶）・手拭きタオル、
　　　　　　　オムツ替え用タオルなど

毎月のおたより発行について
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
★毎月の詳細（予定）については、おたよりを発行してい
ますのでご覧ください。
★おたよりは聖籠こども園・保健福祉センター・亀塚児童
館に置いてあります。各自で直接もらいに行ってくださ
い。また、カレンダーを保健福祉センター・図書館・結い
ハート聖籠・町民会館・各こども園などに掲示してありま
すのでご覧下さい。

聖籠こども園すくすくサロン「さくらんぼ」地図

←別條方面 聖籠町役場聖籠交番

カフェ

↓大夫方面

聖籠町消防署 〒
★聖籠こども園
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

78
4 月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

２月相談受付状況
月 件数 主な相談内容
2月 4件 不審な電話、

オール電化、
電気料金の節約、
ウォーターサーバー

ウェブサイト閲覧中のニセの
� 警告音にだまされないで！

訪問され買い取られた貴金属は
クーリング・オフができます！

　農業団体との提携をうたい、断ってもしつこ
く勧誘されたとの情報が寄せられています。必
要ないときははっきり断りましょう。それでも
勧誘されたら、会社名と連絡先をメモし消費生
活センターにご相談ください。高齢の方のおら
れるご家族の方々は注意を払ってください。

白アリ点検の強引な勧誘

　「突然自宅を訪れた業者に、十分な説明もなく、宝石や指輪、金貨などの貴
金属を安値で買い取られた」など訪問購入に関する相談が寄せられています。
　これらは、「不要なものを買い取る」など言葉巧みに自宅に上がりこみ、貴
金属などを強引に安価で買い取るという悪質な手口です。

　パソコンでサイトの閲覧中に、突然、警告音が鳴りだし、「ウイルスに
感染した」などという警告表示が表れたまま消えず、画面上の電話番号に
連絡させるように仕向ける事例が報告されています。

アドバイス
＊クーリング・オフができます。（例
外もあります）

＊知らない業者を安易に自宅に入れ
ることなく、売却したくない場合
はキッパリ断りましょう。

＊困ったときは相談してください。

相談事例
　「不用品など何でも買い取る」と電話があり、来訪してもら
った。業者の男性は用意しておいたものはざっと見ただけで、
「貴金属はないか」と言い、あまりにもしつこいので、仕方な
く金のネックレスなどを見せたところ「それを売ってほしい」
と言われた。断っても帰らず怖かったため 2万円で売却した。
冷静になると後悔し「返してほしい」と連絡したが、「すでに
手元にないし、クーリング・オフはできない」と断られた。
� （70 歳代　女性）

相談事例
　パソコンで動画を見ていたら、突然警
告音が鳴りだし、止まらなくなった。パ
ニック状態になり、画面に出ていた「対
策をする」という表示のあった電話番号
に電話してしまった。1万円ほど払えば
音を消してくれると言うので、クレジッ
トカード番号を教えた。相手の指示に従
いパソコンを操作した後、遠隔操作によ
り警告音と画面は消えたが、不審である。
� （60 歳代　男性）

対　　策
・警告音や画面表示が
出ても慌てないこと
です。

・画面の連絡先に電話
をしてはいけません。

・困ったときは消費生
活センターに早めに
ご相談ください。
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交通安全に関することは
役場 生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全

vol.178

今日も一日交通安全

　２月 24 日（金）、交通事故のない安全で快適なまちづくりを目指すため、
５年間の交通安全基本計画および平成 29 年度町交通安全対策基本方針を
町交通安全対策会議で審議しました。
　交通事故防止目標とこの目標達成に向けた交通安全対策の重点などが協
議され、第 10 次聖籠町交通安全基本計画と平成 29 年度聖籠町交通安全対
策基本方針が承認されました。

区分
年

2 月 1月〜 2月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成29年 2 0 2 4 0 4
平成28年 2 0 2 3 1 2
増　減 0 0 0 +1 -1 +2

町の交通事故発生状況

第１０次聖籠町交通安全基本計画および
平成２９年度聖籠町交通安全対策基本方針を決定

３年間、ヘルメット着用
した生徒たち！

春の全国交通安全運動

町と関係団体が輪

となり、警察と連

携し、事故防止対

策を推進していた

だきたい！

○４つの重点目標
　１　高齢者の交通事故防止
　２　自転車の交通ルール遵守とマナーの向上・歩行者の安全確保
　３　シートベルトおよびチャイルドシートの正しい着用の徹底
　４　飲酒運転の根絶

町交通安全対策会議の様子

　３月１日（水）、聖籠中学校校長室において、自
分の身を自分で守るため、校則となっていないヘル
メット着用を徹底し、３年間通学したことが他の生
徒の模範となったとして、新発田地区交通安全協会
聖籠支部から下記生徒に記念品が贈呈されました。

　聖籠中学校　３年　山倉　　渡
わたなべ

邉　朝
とも

陽
あき

さん
　　　　　　　３年　山大夫　𡈽

つち

田
だ

　一
かずひろ

広さん

実施期間　4月6日（木）～ 4月15日（土）
～スローガン～

示そうよ  黄色い帽子に  大人のお手本

　春の全国交通安全運動を実施します。運動期間中
は、町内各地で街頭指導を行います。可愛い子ども
たちの見守り活動にご協力をお願いいたします。
　横断歩道では歩行者優先です。子どもたちが
横断歩道で渡ろうとしていたら必ず止まりまし
ょう。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

３
月
９
日
（
木
）

■
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
推
進
会
議
開
催

　

聖
籠
町
に
お
け
る
地
方
創
生
を
推

進
す
る
た

め
、
平
成

28
年
３
月

に
聖
籠
町

人
口
ビ
ジ

ョ
ン
お
よ

び
ま
ち
・

ひ
と
・
し

ご
と
創
生

総
合
戦
略

（
以
下
、総

合
戦
略
）
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
こ
の
総
合
戦

略
に
基
づ
く
事
業
の
進
捗
状
況
の
確

認
と
効
果
検
証
が
行
わ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
12
日
（
日
）

■
中
国
県
費
留
学
生
送
別
会
開
催

　

中
国
黒
龍
江
省
か
ら
新
潟
大
学
な

ど
で
留
学
や
研
修
を
し
て
い
る
県
費

留
学
生
の
帰
国
が
間
近
に
控
え
て
い

ま
す
。

　

３
月
12
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
ざ
ぶ

ー
ん
で
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
の
県
費

留
学
生
ら
の
送
別
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
送
別
会
に
は
、
県
費
留
学
生
の

ほ
か
、
中
国
駐
新
潟
総
領
事
館
の
領

事
お
よ
び
職
員
、
元
県
費
留
学
生
、

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
28
名
が

参
加
し
、
町
で
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
中
国
黒

龍
江
省
か
ら
新
潟
大
学
な
ど
へ
の
県

費
留
学
生
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
や
ブ

ド
ウ
狩
り
、
水
餃
子
づ
く
り
な
ど
通

じ
、
町
民
と
留
学
生
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

３
月
15
日
（
水
）

■
聖
籠
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち

�

構
想
研
究
会
町
長
報
告

　

将
来
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
健
康
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
必
要
に

応
じ
て
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
「
生
涯
活
躍

の
ま
ち
」
の
聖
籠
町
に
お
け
る
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
３
月

か
ら
全
７
回
に
渡
っ
て
研
究
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
１
年
間
に
わ
た
る
調

査
・
研
究
結
果
が
ま
と
ま
り
、
町
長

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

町

民

課

３
月
２
日
（
木
）

■
平
成
28
年
度
第
５
回
聖
籠
町
国
民

�

健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
５
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

・
平
成
28
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
概
要
に
つ
い
て

子
ど
も
教
育
課

２
月
24
日
（
金
）

■
第
２
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
学
校
支
援
地
域
本
部
地
域

教
育
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て

　

以
上
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

２
月
24
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
12
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

　

以
上
３
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑研究会報告書を手渡す窪田会長（右）と報告
書を受け取る渡邊町長（左）
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4 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　１階会議室
◆行政相談
　11日（火）
　午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　５日（水）、19日（水）
　午後 1 時～ 4 時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○ 1 歳２ヵ月児歯科健診
　17日（月）午後１時15分～
○３歳６ヵ月児歯科健診
　24日（月）午後１時15分～
○１歳６ヵ月児健診
　27日（木）午後１時～
○乳児健診
　28日（金）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

4
月

2
日 

町
消
防
団
新
入
団
員
等
辞
令
交

付
式

6
日 

中
学
校
入
学
式

7
日 

小
学
校
入
学
式

8
日 

新
潟
市
政
令
指
定
都
市
移
行
10

周
年
記
念
式
典

9
日 

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

10
日 

こ
ど
も
園
入
園
式

11
日 

日
本
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
す
る
自

治
体
連
盟
総
会

18
日 

町
村
会
役
員
会

25
日 

聖
籠
町
合
同
慰
霊
祭

　町では、平成２９年度の特設人権相談所を下記の日程で開設します。
相談は無料で秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

開設予定日 時　間 場　所 相談員
５月１１日（木）

午後１時
～３時

町民会館
第１会議室

聖籠町内に在住の
人権擁護委員

６月　８日（木）
１０月１９日（木）
１２月　７日（木）
■相談内容
相続・離婚・離縁・親子間の問題・近隣問題・いじめ・いやがらせ・
名誉侵害などの心配ごとや、困りごと　
役場町民課　町民サービス係　人権擁護担当（内線１１１）
新潟地方法務局　新発田支局　☎２４－７１０２

・ 聖籠町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）
☎２７－６５２１

期　間 4月11日～ 7月25日　毎週火曜�全16回�参加者に詳細送付
時　間 午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所 聖籠町保健福祉センター

内　容 肩・腰・膝の痛みを改善する運動／ガリレオ（振動マシーン）
／丈夫な体づくりの為の栄養教室／認知症予防の体操

対　象
65 歳以上（昭和 28 年 4 月 1 日以前の生まれ）で、医師か
ら運動を禁止されていない方　　12 名
ただし、初回参加の方が優先になります。

特設人権相談所を開設します何でもご相談
ください！

高齢者を対象にした運動教室

【参加者の声】

一緒に運動するのが楽しい

腕の上がりが、楽になった
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　当センターでは専門相談員を配置し、町の 18 歳未
満の子どもおよびその家族を対象に、子どもに関する
相談に適切かつ迅速に対処するため、下記①～⑤の事
業を実施しております。
　子育てに悩む保護者などからの相談には、内容に応
じた適切な相談先の紹介をするなど、きめ細かな対応
に努めておりますのでご利用ください。

　また、当
とう

センターでは「聖
せい

籠
ろう

町
まち

こどもホットライン」
を実
じっ

施
し

しております。
　このホットラインは、いじめや家

か

庭
てい

内
ない

の問
もん

題
だい

などで、
親
おや

や学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

できずに悩
なや

んでいる『子
こ

どもた
ちの声

こえ

を聴
き

く』ためのものです。
　子

こ

どもの気
き

持
も

ちを大
たい

切
せつ

にして話
はなし

を聴
き

き、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

え
ながら子

こ

ども自
じ

身
しん

が解
かい

決
けつ

する糸
いと

口
ぐち

を見
み

つけるためのサ
ポートをしています。
　悩

なや

み事
こと

、誰
だれ

かに話
はな

したいけどなかなか話
はなし

をすること
が出

で

来
き

ないなど、ひとりで問
もん

題
だい

を抱
かか

え込
こ

まず、先
ま

ずは
このホットラインをご利

り

用
よう

してください。
　どんな些

さ

細
さい

なことでも、スタッフが真
しん

剣
けん

にあなたの
話
はなし

を聴
き

き、サポートします。

聖籠町子ども家庭相談センター（子ども教育課内）よりご案内

臨床心理士による　こ こ ろ の 相 談 室

☎：０８０－２１２３－８３７２
☎：０８０－９５０４－３９３２
☎：０９０－４３９３－８７７３

E-mail：e-kodomo@town.seiro.niigata.jp
● 開

かいせつ

設時
じ

間
かん

：午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

まで
● 閉

へい

設
せつ

日
び

：土
ど

・日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅくさいじつ

祭日および年
ねんまつ

末年
ねん

始
し

（役
やく

場
ば

閉
へいちょう

庁日
び

）
● E

いー

-m
め い る

ail は２４時
じ

間
かん

受
じゅしん

信しますが、センターからの返
へんしん

信・連
れんらく

絡などは閉
へいせつ

設日
び

以
い

外
がい

の上
じょうき

記開
かい

設
せつ

時
じ

間
かん

帯
たい

となります。

①�子どもおよび家庭に関する総合相談に関すること
②�学校、家庭および関係機関との連携に関すること
③�地域の子育て・教育に関すること
④�要保護児童対策地域協議会の運営に関すること
⑤�①～④に掲げるもののほか、子ども・子育てに
関すること

いじめ・不登校・発達・その他�こころの問題の解決にご利用ください。

■平成２９年度　開設日程
月 日・時間帯 月 日・時間帯

４ 　５日（水）午前
１７日（月）午前・午後 １０ 　４日（水）午前

１６日（月）午前・午後

５ １０日（水）午前
２９日（月）午前・午後 １１ 　８日（水）午前

１３日（月）午前・午後

６ 　７日（水）午前
１９日（月）午前・午後 １２ 　６日（水）午前

１１日（月）午前・午後

７ 　５日（水）午前
１０日（月）午前・午後 １ １０日（水）午前

２２日（月）午前・午後

８ 　２日（水）午前
２８日（月）午前・午後 ２ 　７日（水）午前

１９日（月）午前・午後

９ ６日（水）午前
２５日（月）午前・午後 ３ 　７日（水）午前

１２日（月）午前・午後

聖籠中学校内「子ども健康相談室」
　または各園校
乳幼児・小学生・中学生とその保護者
■相談員　臨床心理士�今成京子�先生
※事前申し込みが必要です。申し込みは
随時受け付けます。

※相談実施時間など、詳細は申込受付後
にお知らせします。

※開設日を変更する場合があります。

お申し込み・お問い合わせ
　聖籠町教育委員会　子ども教育課�
　子ども・子育て支援係（内線３０８）



広報聖籠 H29.4　14

　

町
で
は
、
家
庭
で
の
緑
化
を
進
め

る
こ
と
で
自
ら
が
緑
を
大
切
に
す
る

意
識
を
持
ち
、
そ
の
心
を
育
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
緑
化
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
予
算
が

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

苗
木
の
配
布

■
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
住
宅
（
一
戸
建
）
を
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
方

　

・
新
し
い
家
族
の
誕
生
や
結
婚
な

ど
の
慶
事
の
場
合

　

・
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
方

　

※　

家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
場

合
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り

で
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

に
お
住
ま
い
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
苗
木
の
配
布
数

　

町
指
定
の
苗
木
か
ら
１
回
の
お
申

し
込
み
に
つ
き
２
本
ま
で
配
布
し
ま

す
。

〈
町
指
定
の
苗
木
〉

　

ク
ロ
マ
ツ
・
ハ
マ
ナ
ス
・
モ
ク
レ

ン
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・

サ
ル
ス
ベ
リ
・
ツ
バ
キ
・
サ
ザ
ン

カ
・
キ
ン
モ
ク
セ
イ
・
マ
サ
キ
・

ナ
ン
テ
ン

■
申
し
込
み
か
ら
苗
木
配
布
ま
で

①
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
へ
「
苗
木

申
込
書
」
を
提
出

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
申

し
込
み
も
可

②
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
か
ら
「
苗

木
引
換
券
」
の
交
付

③
町
指
定
苗
木
取
扱
店
へ
事
前
に
電

話
で
ご
希
望
の
苗
木
の
種
類
、
本

数
を
連
絡
し
、
取
扱
店
に
「
苗
木

引
換
券
」
を
持
参
す
る

※
「
苗
木
引
換
券
」
の
有
効
期
限

は
発
行
日
か
ら
１
年
以
内

④
町
指
定
苗
木
取
扱
店
か
ら
苗
木
を

受
け
取
り
、
自
宅
の
庭
な
ど
に
植

え
る

【
ご
注
意
】

・
苗
木
を
良
好
に
管
理
す
る
と
と
も

に
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
苗
木
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
お
取

り
寄
せ
に
時
間
を
い
た
だ
く
場
合

や
、
取
扱
店
に
よ
っ
て
は
用
意
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
町
指
定
苗
木
取
扱
店

　

プ
ラ
ン
ト
４
聖
籠
店

 

☎
３
２
︲
６
２
０
０

　

曽
根
建
㈱ 

☎
２
７
︲
５
１
１
１

　

㈲
栗
原
緑
樹
園

 

☎
２
７
︲
５
３
０
０

　

㈲
聖
光
園 

☎
２
７
︲
４
３
３
９

　

北
越
緑
化
㈱
聖
籠
営
業
所

 

☎
２
７
︲
６
６
６
５

生
け
垣
づ
く
り
補
助
金

■
補
助
の
対
象
と
な
る
も
の

　

・
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
て
、

住
宅
や
事
業
所
の
敷
地
内
に
設

置
す
る
場
合

　

・
生
け
垣
の
長
さ
は
、
道
路
に
３

ｍ
以
上
面
し
て
、
か
つ
延
べ
５

ｍ
以
上
あ
る
こ
と

　

・
高
さ
概
ね
0.5
ｍ
以
上
の
樹
木
を

１
ｍ
当
た
り
２
本
以
上
植
栽
す

る
こ
と

　

・
構
造
物
の
上
部
に
設
置
す
る
場

合
は
、
構
造
物
の
地
上
高
が
概

ね
0.5
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と

　

・
生
け
垣
の
前
面
に
ネ
ッ
ト
・
フ

ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と

　

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
補
助
金
を
交
付
で
き
ま
せ

ん
。

　

・
町
税
を
完
納
し
て
い
な
い
方

　

・
一
度
補
助
金
交
付
を
受
け
た
同

敷
地
内
の
生
け
垣

　

・
既
存
の
生
け
垣
を
撤
去
し
て
つ

く
る
も
の

　

・
他
の
法
令
な
ど
に
よ
り
補
償
が

さ
れ
て
い
る
も
の

　

・
建
築
物
の
販
売
を
目
的
と
し
た

事
業
者

■
補
助
金
の
額

生
垣
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り

３
千
円
、
限
度
額
５
万
円

■
対
象
の
樹
木

キ
ャ
ラ
ボ
ク
・
シ
ラ
カ
シ
・
サ
ザ

ン
カ
・
マ
サ
キ
・
キ
ン
モ
ク
セ
イ
・

イ
ヌ
ツ
ゲ
・
ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ
チ
・

ピ
ラ
カ
ン
サ
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
・

レ
ン
ギ
ョ
ウ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
ア

ベ
リ
ア
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
・
モ
ク
レ
ン
・
ツ
ツ
ジ
・
サ

ツ
キ

　
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 

緑
の
ま
ち
づ
く
り

お申し込み・お問い合わせ

役場ふるさと整備課
　　　　　（内線２３５）
ＦＡＸ　２７‐２１１９
Ｅメールアドレス
furusato@town.seiro.niigata.jp
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2 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

文
あや

翔
と

 ちゃん （岸　　博文） 苔　沼

咲
さく

来
ら

 ちゃん （小向　　匠） 山諏訪山

湖
こ ゆ き

由希 ちゃん （坂爪　穂高） ひばりが丘

紗
さ

耶
や

 ちゃん （下條　　駿） 正　庵

渚
なぎ

紗
さ

 ちゃん （五十嵐　徹） 山大夫

奏
そう

汰
た

 ちゃん （後藤　龍二） 亀　塚

琴
こ

春
はる

 ちゃん （鈴木　健次） 汐美台

 氏　名 年齢 行政区

神　田　文
ふみ

　雄
お

 さん （71 歳） 蓮　潟

小　田　チヨイ さん （81 歳） 次第浜

高　橋　一
いち

　郎
ろう

 さん （79 歳） 次第浜

菅　原　ナツヱ さん （88 歳） 別　條

肥田野　重
しげ

　雄
お

 さん （96 歳） 真　野

佐　藤　堅
けん

　次
じ

 さん （77 歳） 山大夫

坂　上　照
てる

　子
こ

 さん （64 歳） 二本松

斎　藤　松
まつ

　繁
しげ

 さん （77 歳） 杉谷内

武　田　孝
たか

　與
よ

 さん （85 歳） 別　條

遠　藤　両
りょうたろう

太郎 さん （88 歳） 藤　寄

小　見　恒
つね

　子
こ

 さん （72 歳） 藤　寄

石　田　静
しず

　夫
お

 さん （91 歳） 蓮　潟

小　野　和
かず

　雄
お

 さん （84 歳） 蓮　潟

　伊　藤　将
しょう

　太
た

 さん
（藤　井）香

か

　織
おり

 さん ｝藤　寄

　宮　下　　　亮
りょう

 さん
（斎　藤）真

ま

　子
こ

 さん ｝山大夫

　高　橋　英
えい

　司
じ

 さん
（宮　崎）路

みち

　子
こ

 さん ｝次第浜

　高　崎　義
よし

　也
なり

 さん
（杉　崎）文

あや

　香
か

 さん ｝亀　塚

　泉　　　八
や

十
そ

八
はち

 さん
（富　田）郁

ふみ

　花
か

 さん ｝二本松

　武　田　　　悠
はるき

 さん
（杉　沢）智

ち え こ

恵子 さん ｝二本松

　過去に接種したことがない方は、接種費用の助成を受けることがで
きます。助成の内容は、次のとおりです。

　近年、松くい虫による松枯れの被害が拡大し、未だ被害が多い状況
が続いています。町では、森林保全と被害拡大防止を目的として、松
くい虫被害木の伐倒駆除（くん蒸）作業 ※や無人ヘリによる薬剤散布
などを行っております。
　これらの作業のため、被害木調査、伐倒駆除（くん蒸）作業や無人
ヘリでの薬剤散布などを森林内で行いますので、森林所有者の皆さま
におかれましては、ご理解とご協力をお願いします。
※松くい虫被害木を切り倒し、集積した後、薬剤を散布しビニールシートで覆い
包む作業。
平成２９年度事業（予定）

作業内容 実施期間 対象範囲
松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）業務委託（年
４回実施予定）

4月～翌年 2月
町内一円（高度公益機能
森林および地区保全森林
に限る）

松くい虫被害予防地上散
布（無人ヘリ）業務委託 4月～ 6月 海岸砂防林一円

� 役場産業観光課　地域振興係（内線１２２）

保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係　
� ☎２７‐６５１１

松くい虫の被害拡大防止のための
作業にご協力をお願いします

平成29年度
高齢者肺炎球菌ワクチンのご案内

平成 29年度中に 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる方（手続き不要）

１以外の、65歳以上の方（手続きが必要です）

1

2
①　直接医療機関で接種してください。医療機関での支払いは、

全額自己負担となります。
②　接種した日から６ヵ月以内に、次のものをお持ちの上、保健

福祉センターにお越しください。
領収書／ワクチン接種を証する書類／印鑑／通帳など口座
情報のわかるもの

③　医療機関で支払った額のうち、４，６４０円を超えた額（上限
３，０００円）を助成します。

※　60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能また
はＨＩＶによる免疫の機能に障がいを有する方も、自己負担４，
６４０円で接種できます。身体障害者手帳などをご持参の上、
直接医療機関で接種してください。

①　４月上旬に、接種に必要な用紙が郵送されます。

②　郵送された用紙一式を医療機関にご持参の上、接種してくだ
さい。自己負担額４，６４０円で、接種できます。
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税・保険料 期別 納期限
軽自動車税 全期 5月 31 日

介護保険料

１ 5月 31 日
２ 6月 30 日
３ 7月 31 日
４ 8月 31 日
５ 10 月 2 日
６ 10 月 31 日
７ 11 月 30 日
８ 12 月 28 日

後期高齢者
医療保険料

１ 7月 31 日
２ 8月 31 日
３ 10 月 2 日
４ 10 月 31 日
５ 11 月 30 日
６ 12 月 28 日

７ 平成 30 年�
1 月 31 日

８ 2月 28 日
９ 4月 2日

税・保険料 期別 納期限

町・県民税

１ 6月 30 日
２ 8月 31 日
３ 10 月 31 日
４ 11 月 30 日

固定資産税

１ 5月 1日
２ 7月 31 日
３ 10 月 2 日
４ 12 月 28 日

国民健康　
保険税　　

１ 5月 31 日
２ 6月 30 日
３ 7月 31 日
４ 8月 31 日
５ 10 月 2 日
６ 10 月 31 日
７ 11 月 30 日
８ 12 月 28 日

９ 平成 30 年�
1 月 31 日

10 2 月 28 日

　本年度の町税などの納期限が次のと
おり決まりました。
　納入期限内に完納するようお願いし
ます。なお、納付には、確実で納め忘
れのない口座振替による納付をお勧め
します。お申し込み手続きは町指定の
金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の窓
口で、申請書に必要事項を記入し提出
してください。
※手続きされた月の翌月末の納期到来
分から口座振替になります。
役場税務財政課　税務係

　　　　　　�（内線 143・145）
　役場町民課　保険係
　　　　（内線 115・116・117）

平成29年度町税などの
納期限が決まりました

確認してください、あなたの固定資産

　町では、皆さんの固定資産（土地・家屋・償
却資産）に対して平成２９年度の課税をする準
備をしています。固定資産税は、町が決定した
課税標準額に１．４％を乗じたものが税額とな
ります。
　なお、納税通知書を送付（本年度は４月１５
日前後）する前に納税者の皆さんに、次により
固定資産の価格を縦覧しますのでご確認くださ
い。
　また、４月上旬には各納税者宛に土地・建物
の課税対象物件を記載した「課税資産明細書」
を郵送しますのであわせてご確認ください。
　「課税資産明細書」の内容に誤りや、既に取
り壊した家屋が載っている場合、または、現存
する家屋が載っていない場合は速やかにご連絡
をお願いします。
　この「課税資産明細書」は、農業所得などの
確定申告に利用できる書類となりますので、１
年間大切に保管してください。
■縦覧期間　４月３日（月）～５月１日（月）
　　　　　　（土・日・祝日は縦覧しません）
■場　　所　役場税務財政課 役場税務財政課　税務係（内線１４５）

不服の申し立て方法
　町が決定した価格に不服がある場合は、納税通知書
を受け取った日の翌日から起算して３カ月以内に聖籠
町固定資産評価審査委員会（事務局：役場総務課）に
対し、文書で審査の申し出ができます。
　前述の縦覧およびこの不服の申し立ては、地方税法
第４１６条および第４３２条によります。

固定資産税の減免・減額について
　固定資産税は、税法により次のような場合に減免や
減額を受けられます。該当の方は忘れずに申請をして
ください。
■減免
　生活保護法に基づく生活保護受給者、またはこれ
に準ずる生活困窮者、および公益のため無償で直接
使用される固定資産などは減免の対象になります。
第１期納期限日までに所定の申請をしてください。

■減額
　税法に定める一定の要件を満たした耐震改修工事
や、バリアフリー工事などを実施した場合は税額の
一部が減額されます。実施後速やかに所定の申請を
してください。
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　悩みや心配ごとがあると『眠れない』『食欲がない』など、こころの不調は誰にでも起こります。
　皆さんは、自分自身や家族、同僚、地域の方の SOS のサインに気づいていますか？うつ病や自殺を防ぐため
には、悩める本人や家族だけでなく、職場や地域の力も必要です。
　今回は、若者から働き盛り年代、高齢者など世代を超えて命の大切さを考えることをテーマにしています。
この講演会をきっかけに、一人ひとりができることを一緒に考えましょう。

と　き　４月２２日（土）�午前 10時～正午（開場　午前９時３０分）

ところ　聖籠町町民会館�公民館棟�小ホール

　心の栄養「あそび」を通して、ハンディのある
子もない子も関係なく、子どもも大人も「共に育
ち合う場」として昭和 53 年（1978 年）から始
まった「あそび教室」です。子どもと大人がしっ
かり向き合い、互いに成長できるあそびを一緒に
見つけたい、そんな参加者を募集します。

期　　間　５月 24 日～翌年３月中旬まで
　　　　　原則毎週水曜日 午前9時50分～11時30分
　　　　　※参加者には詳しい日程をお知らせします。
会　　場　町保健福祉センター　大集会室
内　　容　親子あそび・リズムあそび・自由あそび　他
募集対象　平成26年4月2日～平成27年9月30日の間
　　　　　に生まれた子どもとその保育者　 20 組
　　　　　※1 原則として１年間継続参加できる親子
　　　　　※2 教室は 40 組程度の参加を予定してい
　　　　　　　ます
受　　付　4 月10日（月）午前９時から
　　　　　定員になり次第、締め切ります。

「あそび教室」参加者募集♪平成29年度

平成２８年度 あそび教室より

医師が語る！ 全町民に聴いて
ほしい！

・先生の話がわかりやすく、楽しく聞くことができた。
・自分自身が元気をもらった。
・もっと精神的な病気について、たくさんの人に知ってもらう
　機会があるといい。
・講演を聞いて、家族の変化に気づいていきたいと思った。
・地域で声を掛け合うことが大事。
・うつ病のサインなど企業でも参考にしたい。

お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）
� ☎２７－６５１１

医療法人　有心会　有田病院

医師　有
あり

田
た

 正
まさ

知
とも

 先生
・診療の傍ら、精神保健や自殺予防に関する地
域での講演会や、町の精神障がい者家族教室
の講師としても大活躍されています。

・平成27年 1月に町で開催された自殺予防講演
会の講師もされ、大好評でした。

・とても気さくで、ユーモアあふれるお話が聴
けること間違いなし！

お話をして
くれる先生

平成 27年 1月 31日
講演会『たった一つの命だから』

参加者の声より

いくつになっても元気でいろでぇ
～世代を超えて伝える命の大切さ～

申込不要！聖籠町こころの健康づくり講演会

お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師
　� ☎２７－６５１１
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 活動団体としてグループで行っていただきます。 　
　構成者数が３人以上の地域住民、事業所、老人クラブ、サークル、
集落などの団体とします。

（構成員が児童・生徒で構成されている場合の代表者は、20歳以上とします。）

 ⑴ 活動場所はどこにするの？　　　　　　　　　 　
道路、公園・緑地などの公共施設で安全に作業ができる区域とします。
① グループが自ら活動区域を町に申し出て協議により定める区域
　　（例１）〇〇〇集落区域　　　　　（例２）□□交差点付近ポケットパーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（指定重点区域以外のもの）

② 重点的活動区域としてあらかじめ町が指定する以下の区域も可能です
　 が、その際はご確認ください。

区　　　域 作　　　業
(1)　町道と国道または県道と

の交差点
・フラワーボックス設置などによる
　　　　　　　　　花いっぱい活動！

(2)　ポケットパーク（沿道に
あるミニ公園・緑地）

・花木の植栽や花壇づくりなどによる
　　うるおいのある沿道環境づくり！

(3)　幹線町道（または県道）
の歩道

・除草活動などによる　
　　　さわやか・きれいな道づくり！

 ⑵ 具体的にどんなことをするの？　　　　　 　
次のいずれかの活動を原則として年間３回以
上行います。
① 草花などの植栽・管理
② 除草
③ 空き缶などの散乱ごみの拾集ならびに廃
　 棄など

お申し込み・お問い合わせ　役場ふるさと整備課（内線２３５）

　町民と町が協働で進める新しい環境美化への取り組みです。
　道路、公園・緑地などなど、町民が利用する公共施設の環境
美化にグループがボランティアで取り組んでいただき、町がそ
の活動を支援・ＰＲするものです。
　現在、21団体が登録しています。

さわやかクリーンサポート事業

事業の概要

（サークル道美新）

（曽根建㈱） （㈲髙橋建材）

（汐美台自治会）

まちをきれいにし花や緑で
いっぱいにしませんか

 ⑶ どんなメリットがあるの？（町の支援）　　　 　 
① 環境美化活動に必要な物品などの支給または貸与をさせていただきます（協議によります）
　 支給品（例）：種苗・軍手、ゴム手袋、ごみ袋、
　 　　　　　　肥料（生ごみたい肥）など
　 貸与品（例）：プランター、草刈り機、スコップ
　 　　　　　　作業用チョッキなど
② 傷害保険を適用させていただきます

　万が一の事故があった場合、町が加入する傷
害補償保険を適用させます。

③ 看板を設置し広くＰＲさせていただきます
　 （適当な設置場所がある場合）

　また、これにより、地域でのごみのポイ捨て
の減少も期待でき、活動団体のステータス（誇
り）にもなります。

④ 広報紙やホームページで活動団体の紹介・ＰＲ
　 させていただきます

（グループの自己ＰＲなどを織り込みながら紹介
など趣向を凝らすなど）

（注意）無償ボランティア活動としておりますので、補助金などといった経費でのお支払いはありません。

参加したいとき
　基本的には随時受付け～随時実施となりますが、今年度の取り組みを行うにあたり、申し込み目標
を平成 29 年 6 月末までとしてお願いします。

まず、団体をつくりましょう・・・集落、老人クラブ、友達、サークル、企業など

次に、活動場所、活動内容を決めましょう　
・・・集落公園、集落内道路、ＰＲ効果のある交差点などで花いっぱい
　　   活動、清掃活動などをどれくらいの頻度でやるか

そして、申し込みましょう！

道路、公園などの環境美化に取り組む団体を募集！

（ぐりーん☆スター）

（聖籠町建設業協会）

（㈱岩測設計）

（社会福祉法人心友会（汐彩の郷））

（㈱ｲｼｲｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ）

（図書館ネット i せいろう）

（外畑フラワー会）

（㈱聖籠第一設備）

（イメージ図）

（㈲ｲﾏｲﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ）

作業用ﾁｮｯｷ（各団体
に数着ずつ貸与）

（桃山集落）
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今
年
も
耕
起
・
代
か
き
作
業
な

ど
春
の
農
繁
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
農
作
業
を
行
う
際

は
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
農
作
業
事
故
に
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
！

　

農
作
業
を
行
う
際
は
、
道
路

の
安
全
走
行
の
徹
底
、
農
業
機

械
の
安
全
操
作
に
努
め
、
農
作

業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

②
公
道
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

農
作
業
を
行
っ
た
後
、
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
で
公
道
を
走
行
す

る
際
は
、
田
や
畑
か
ら
出
る
前

に
必
ず
泥
を
よ
く
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。
道
路
に
落
ち
た
泥
は
、

環
境
美
化
を
損
な
う
ば
か
り
で

な
く
歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行

の
妨
げ
に
な
り
、
大
変
危
険
で

す
。
道
路
を
汚
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
清
掃
を

行
う
な
ど
安
全
な
通
行
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

③
た
い
肥
の
使
用
は
周
辺
の
方
々

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
、
た
い
肥
の
悪
臭
に
関

す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
た
い
肥
を
使
用
す
る
際
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
付
近
で
は
、
臭
い
の
少

な
い
完
熟
た
い
肥
な
ど
を
使

用
す
る

・
夏
場
を
避
け
る
な
ど
、
施
肥

す
る
時
期
に
気
を
付
け
る

・
風
向
き
、
時
間
帯
な
ど
を
考

え
、
速
や
か
に
す
き
込
み
を

す
る

・
た
い
肥
を
一
時
的
に
保
管
す

る
場
合
は
、
シ
ー
ト
な
ど
を

被
せ
る

④
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　

農
地
を
耕
作
し
な
い
状
態
が

何
年
も
続
く
と
、
再
び
農
地
に

戻
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
ほ
か
、

雑
草
や
病
害
虫
が
発
生
し
、
周

辺
の
農
地
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
農
地
を
所
有
す
る
方

は
、
遊
休
農
地
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
遊
休
農
地

を
解
消
し
そ
の
後
の
保
全
管
理

を
行
う
集
落
や
、
遊
休
農
地
を

借
り
て
再
生
利
用
を
行
う
方
に

対
し
、
必
要
な
事
業
費
の
補
助

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は

農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
観
光
課　

　
農
業
振
興
係（
内
線
１
２
２
）

町
農
業
委
員
会（
内
線
１
３
０
）

　
　
農
家
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　

お
客
様
の
ご
家
庭
に
取
り
付
け

て
あ
る
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
の

取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
上

水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
は
、
計
量
法

の
定
め
に
よ
り
８
年
ご
と
に
交
換

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
換
時
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
。
お
客
様
に
は
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
対
象
世
帯

町
内
約
７
１
２
世
帯

■
交
換
の
時
期

平
成
29
年
４
月
10
日
～

 

平
成
30
年
３
月
20
日

■
交
換
の
方
法

町
指
定
の
水
道
工
事
店
が
、
対

象
世
帯
に
訪
問
し
交
換
し
ま
す

（
水
道
メ
ー
タ
ー
工
事
店
の

 

腕
章
を
着
用
）

■
交
換
時
間　
20
分
程
度

■
交
換
の
証

「
メ
ー
タ
ー
交
換
」
の
お
知
ら

せ
配
布

■
そ
の
他　

①
交
換
時
間
が
短
い
た
め
、
お
客

様
の
立
会
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

②
メ
ー
タ
ー
交
換
の
間
は
上
水
道

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

③
メ
ー
タ
ー
の
交
換
作
業
で
の
費

用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　
た
だ
し
、
交
換
の
際
に
器
具
の

破
損
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

上
下
水
道
課（
上
水
道
管
理
棟
）

水
道
係 

☎
２
７
︲
５
１
４
１

上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
を
取
り
替
え
ま
す
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生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て

い
る
方
は
、
飼
い
犬
の
登
録
（
生

涯
１
回
）と
狂
犬
病
予
防
注
射（
毎

年
１
回
）
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
人
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
ほ
乳
類
に
感
染
し
、
発

症
す
る
と
１
０
０
％
死
亡
す
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
世
界
で
は
毎

年
５
万
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病

が
日
本
国
内
に
侵
入
し
た
場
合
に
、

犬
に
感
染
が
ま
ん
延
す
る
こ
と
を

防
い
で
く
れ
る
も
の
で
す
。忘
れ
ず

に
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

■
当
日
必
要
な
も
の

①
通
知
は
が
き

　

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
料
金（
合
計
３
２
０
０
円
）

注
射
料
金　

２
６
５
０
円

注
射
済
票　
　

５
５
０
円

※　

新
た
に
犬
を
飼
う

場
合
は
、
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

愛
犬
に
責
任
を
！

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。特
に
、飼
い
主
の

知
識
不
足
や
無
責
任
な
飼
育
に
よ
っ
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、最

近
も
放
し
飼
い
の
犬
が
吠
え
か
か
り
、驚

い
て
転
び
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
し
つ
け
と

配
慮
は
、
飼
い
主
の
務
め
で
す
。
責
任

を
も
っ
て
、
愛
犬
を
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

必
ず
フ
ン
の
後
始
末
を
！

　

依
然
と
し
て
、
散
歩
途
中
に
し
た
飼

い
犬
の
フ
ン
を
始
末
し
な
い
飼
い
主
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
こ
う
し
た
行
為
に
対
し
、「
聖

籠
町
環
境
美
化
推
進
条
例
」
に
お
い
て

罰
則
を
設
け
て
い
ま
す
。
公
共
の
場
所

な
ど
に
お
い
て
飼
い
犬
が
し
た
フ
ン
を

始
末
せ
ず
、
回
収
の
命
令
に
も
従
わ
な

か
っ
た
場
合
、
３
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
さ
れ
ま
す
。
飼
い
犬
の
フ
ン
は
必
ず

始
末
し
ま
し
ょ
う
！

　

犬
と
あ
な
た
の
お
約
束
。
必
ず
守
っ

て
下
さ
い
ね
! !

役
場
生
活
環
境
課
（
内
線
２
８
１
）

　

日
頃
か
ら
広
報
せ
い
ろ
う
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
出
身
の
方
で
町
外

に
お
住
ま
い
の
方
や
近
隣
市
町
村

の
方
に
聖
籠
町
の
情
報
を
送
り
た

い
と
い
う
ご
要
望
に
応
え
る
た
め

に
、『
広
報
せ
い
ろ
う
』
の
有
料

送
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務

課
の
窓
口
で
料
金
を
添
え
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
送
付
料　
１
２
０
０
円

（
１
年
分
・
５
月
号
～
翌
年
４

月
号
）

・
役
場
総
務
課�

広
報
広
聴
係

（
内
線
２
２
２
）

船
上
鯛
カ
ブ
ラ
釣
り
体
験

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

　

 

～
海
の
に
ぎ
わ
い
館
～

　

船
上
で
の
鯛
カ
ブ
ラ
釣
り
体
験

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
20
日(

土)

・
21
日(

日)

午
前
５
時
30
分
～
11
時

（
受
付 

午
前
５
時
～
５
時
20
分
、

 

海
の
に
ぎ
わ
い
館
）

新
潟
東
港
周
辺

■
定
員　
各
回
10
人

■
参
加
資
格　
小
学
生
以
上（
※
小

学
生
は
成
人
の
引
率
が
必
要
） 

■
参
加
費　

大
人　
　

一
般 

９
０
０
０
円

　
　
　
　

会
員 

６
３
０
０
円

小
学
生　

一
般 

６
０
０
０
円

　
　
　
　

会
員 

４
２
０
０
円

（
竿
・
リ
ー
ル
な
ど
の
道
具
、

保
険
料
含
む
）

■
申
込
期
間　
４
月
12
日（
水
）

か
ら
28
日
（
金
）
ま
で
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
細
は
後
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
確
認
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

海
の
に
ぎ
わ
い
館

☎
２
７
︲
１
１
０
３

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射　
忘
れ
ず
に
! !

海のにぎわい館

■日時と会場
日程 時　間 会　場

４
月
24
日（
月
）

午前 9時 30 分
～ 10 時 30 分 次第浜公民館

午前 10 時 50 分
～ 11 時 40 分 亀塚公会堂

午後 1時 30 分
～ 2時 30 分 網代浜会館

４
月
25
日（
火
）

午前 9時 30 分
～ 10 時 30 分 杉谷内公会堂

午前 11 時 00 分
～ 11 時 40 分 真野公会堂

午後 1時 30 分
～ 2時 30 分

防災倉庫
（役場隣り）

ご注意
　事故防止のため、犬を制御できる人
が連れてきてください。
　飼い犬がすでに死亡している場合
は、必ず役場へ届出を行ってください。

町
外
に
お
住
ま
い
の
方

に
広
報
せ
い
ろ
う
を

 

送
り
ま
せ
ん
か

―
広
報
送
付
制
度
の

 

ご
案
内
―
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65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
世
帯
主

の
方
で
あ
っ
て
、
次
の
①
か
ら
④

ま
で
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方

は
、
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

を
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

【
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

�

の
対
象
と
な
る
人
は
？
】

①　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
お
り
65
歳
か
ら

74
歳
で
あ
る

②　

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
が
全
員
65
歳
か
ら
74
歳

で
あ
る

③　

世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

④　

世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

対
象
者
で
、
世
帯
主
の
介
護

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

の
合
計
額
が
年
金
支
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い

　

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

で
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

　

条
件
①
～
④
に
あ
て
は
ま
ら
な

い
方
は
今
ま
で
ど
お
り
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

【
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が

徴
収
さ
れ
る
方
に
届
け
ら
れ
る

�

通
知
書
】

●
特
別
徴
収
開
始
通
知
書

　

役
場
町
民
課
か
ら
４
月
上
旬

に
、
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
が

届
き
ま
す
。

●
年
金
振
込
通
知
書

　

年
金
保
険
者
か
ら
６
月
に
送

付
さ
れ
る
年
金
の
支
払
額
に
関

す
る
通
知
書
（
年
金
振
込
通
知

書
）
の
中
に
も
、
年
金
か
ら
徴

収
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税
額

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
世
帯
主
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

　国民健康保険税の年金天引きを
中止し、口座振替での支払に変更
することができます。希望される
方は手続きください。
【手続き方法】
①金融機関で口座振替を申し
込む
（振替口座の通帳と
届け出印が必要です）

②役場町民課において年金天
引きの中止申請を行う
（①の口座振替申込書の
控えが必要です）

【注意していただく点】
　天引き中止の手続きは期間を必
要とするため、４月に手続きを行
った場合、８月の天引き分から変
更となります。

年金からの天引きを
中止したい方は

お問い合わせ
　役場町民課　保険係
　　　　（内線１１５）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
生
の
就
業
体
験
）

　
　
　

    

受
入
企
業
募
集

　

町
で
は
、
新
発
田
市
、
胎
内
市

と
連
携
し
、
聖
籠
町
・
新
発
田
市
・

胎
内
市
の
高
校
生
や
大
学
生
を
対

象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

聖
籠
町
・
新
発
田
市
・
胎
内
市

の
事
業
者
の
雇
用
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
生
・
生
徒
の
圏
域
内

就
業
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
は
、
町
役
場
産

業
観
光
課
に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　
４
月
28
日
（
金
）

・

役
場
産
業
観
光
課

　
地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）

春
の
一
斉

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
に

　
　

 

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
で
は
「
町
民
・
企
業
・

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
推
進
し
、
皆
さ
ま
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

町
内
の
主
要
な
交
差
点
や
歩
道
な

ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
準
備
作
業
と
し
て
今
年
も

「
み
ん
な
で
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り

を
し
よ
う
！
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
お
に
ぎ
り
・
と
ん
汁
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

５
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

（
受
付　

午
前
10
時
～
）

※
小
雨
決
行

弁
天
潟
風
致
公
園

（
ス
テ
ー
ジ
付
近
集
合
）

■
定
員　
50
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
）

■
申
込
期
限　
５
月
15
日
（
月
）

■
参
加
に
つ
い
て

･

プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
土
入
れ
、
花

苗
植
え
を
予
定
。
作
業
の
し
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

･

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
！

･

参
加
費
は
無
料
！

・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ

ッ
ト
せ
い
ろ
う
事
務
局
（
結
い

ハ
ー
ト
聖
籠
内
）

☎
２
０
︲
８
０
４
７（
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

Ｅ
メ
ー
ル

kannkyoubika-seiro@
sage.

ocn.ne.jp
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　� （内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果
放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７
2月
2日 キャベツ 愛知県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

2月
9日 きゅうり 群馬県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

2月
16日 ごぼう 青森県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

2月
23日 人参 千葉県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

　
　
　
　
　

 

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
６
名

４
月
20
日
（
木
）

 

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
以
外
も
15
～
39

歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時

 

～
午
後
５
時

（
第
２
金
曜
日
は
休
館
日
）

林
野
火
災
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
予
防
対
策

　

林
野
火
災
は
気
象
条
件
な
ど
に
大

き
く
左
右
さ
れ
、
特
に
空
気
が
乾
燥

す
る
春
季
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

・
枯
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

・
た
き
火
な
ど
の
火
気
を
使
用
す
る

際
は
消
火
の
準
備
を
し
て
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

こ
と
。

・
強
風
時
お
よ
び

　

乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入

れ
を
し
な
い
こ

と
。

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

　
予
防
課　
☎
２
２
︲
８
０
９
６

　

ま
た
は
、
お
近
く
の
消
防
署
ま
で

あ
な
た
の
元
気
を
応
援

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

会
員
募
集

　

退
屈
な
日
々
を
少
し
で
も
解
消
し

た
い
。

　

何
か
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
短
期

に
し
て
み
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る

方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
応

援
し
ま
す
。
単
純
な
仕
事
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
仕
事
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
技
能
は
い
り
ま
せ
ん
、
働

く
意
欲
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
あ
な

た
も
シ
ル
バ
ー
で
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
聖
籠
事
務
所
で
は
、
１
９
１

名
の
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
入
会
手
続
き

60
歳
以
上
で
町
内
に
居
住
の
方

■
入
会
説
明
会

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
・
午

前
10
時
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
聖
籠
事
務
所
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
４
月
は
12
日
と
26
日
に
開
催
し
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
聖
籠
事

務
所　
☎
２
７
︲
１
６
４
４

平成29年度自衛官募集
防衛省では、次により自衛官を募集しています。
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日
自衛官候補
生（陸・海
空・自男子）

採用予定月現在 18 歳以
上 27 歳未満の方
（在高校生を除く）

4/1～6/16 7/1・2
いずれかを指定

一般曹候補
生（陸・空
自男・女子）

平成 30 年 4 月 1 日現在
18歳以上 27歳未満の方
（在高校生を除く）

4/1～6/16
1 次 5/27
2 次 7/1・2
いずれかを指定

自衛隊新発田地域事務所　☎０２５４‐２６‐５６１９
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２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦

　

２
月
25
日
（
土
）、
い
よ
い
よ

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
リ
ー
グ
が

開
幕
！
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
エ

デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
で
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
と
開
幕
戦
を
戦
い

ま
し
た
。
会
場
に
は
約
８
０
０
人
の

新
潟
サ
ポ
ー
タ
ー
が
駆
け
つ
け
、
チ

ー
ム
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
の「
ア

イ
シ
テ
ル
ニ
イ
ガ
タ
」の
大
声
援
が
、

選
手
た
ち
の
闘
志
を
燃
え
上
が
ら
せ

て
い
き
ま
す
。

　

新
潟
は
今
季
か
ら
新
た
に
チ
ー
ム

に
加
わ
っ
た
Ｆ
Ｗ
ホ
ニ
選
手
、
Ｍ
Ｆ

原
輝て

る

綺き

選
手
、
Ｄ
Ｆ
富
澤
清せ
い

太た

郎ろ
う

選

手
、
そ
し
て
５
年
振
り
に
新
潟
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
ま
と
う
Ｄ
Ｆ
矢

野
貴き

し
ょ
う章

選
手
が
先
発
に
名
を
連
ね
ま

し
た
。
開
幕
の
高
揚
感
に
包
ま
れ
る

中
、
キ
ッ
ク
オ
フ
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が

鳴
り
響
き
ま
す
。

　

試
合
は
序
盤
か
ら
広
島
に
ボ
ー
ル

を
持
た
れ
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
す

が
、
新
潟
は
全
体
が
連
動
し
て
プ
レ

ス
を
掛
け
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

の
形
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。
３
分
に
は
ホ
ニ
選
手
が
相
手

の
パ
ス
ミ
ス
を
見
逃
さ
ず
に
ボ
ー
ル

を
奪
う
と
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン

の
背
後
に
走
っ
た
山
崎
選
手
に
ス
ル

ー
パ
ス
。
山
崎
選
手
の
シ

ュ
ー
ト
は
惜
し
く
も
ゴ
ー

ル
左
に
外
れ
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
攻
撃

で
相
手
に
脅
威
を
与
え
ま

す
。

　

守
備
で
も
集
中
高
く
、

相
手
に
決
定
的
な
場
面
を

作
ら
せ
な
い
新
潟
の
選
手
た
ち
。
小

泉
選
手
と
ダ
ブ
ル
ボ
ラ
ン
チ
を
組
ん

だ
ル
ー
キ
ー
の
原
選
手
も
、
抜
群
の

読
み
で
ピ
ン
チ
の
芽
を
摘
ん
で
い
き

ま
す
。「
失
う
も
の
は
何
も
な
い
の

で
、
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
を
し
た
」

（
原
選
手
）。
自
分
の
持
ち
味
を
十
二

分
に
発
揮
し
、
強
豪
相
手
に
も
堂
々

と
渡
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

攻
守
と
も
に
新
潟
ら
し
い
サ
ッ
カ

ー
を
示
し
、
０
︲
０
の
ま
ま
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
へ
。
選
手
た
ち
は
自
信
を
持

っ
て
、
後
半
の
戦
い
に
も
臨
ん
で
い

き
ま
す
。

　

前
半
同
様
、
粘
り
強
く
攻
撃
を
封

じ
て
い
ま
し
た
が
、
57
分
に
コ
ー
ナ

ー
キ
ッ
ク
か
ら
失
点
を
許
し
て
し
ま

い
ま
す
。
１
点
を
追
い
か
け
る
展
開

と
な
り
、
新
潟
は
成
岡
選
手
に
代
え

て
田
中
選
手
を
投
入
。
下
を
向
く
こ

と
な
く
、
同
点
の
た
め
の
ゴ
ー
ル
を

奪
い
に
い
き
ま
す
。

　

意
識
を
緩
め
ず
に
ス
ペ
ー
ス
を
狙

い
続
け
て
い
く
と
、
71
分
に
決
定
機

が
訪
れ
ま
す
。
富
澤
選
手
が
前
線
に

ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
供
給
す
る
と
、「
背

後
は
常
に
狙
っ
て
い
た
し
、
逃
し
て

は
い
け
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
ホ

ニ
選
手
が
鋭
く
反
応
。
右
サ
イ
ド
に

抜
け
出
し
、
中
央
に
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー

の
ク
ロ
ス
を
送
り
ま
す
。
一
度
Ｄ
Ｆ

に
当
た
り
ま
す
が
、
こ
ぼ
れ
球
を
田

中
選
手
が
左
足
で
ゴ
ー
ル
に
蹴
り
込

み
同
点
弾
！
ベ
テ
ラ
ン
が
意
地
を
見

せ
、
ス
コ
ア
を
タ
イ
に
戻
し
ま
す
。

　

82
分
に
は
矢
野
選
手
が
２
枚
目
の

警
告
で
退
場
と
な
り
、
数
的
不
利
で

の
戦
い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
辛

抱
強
く
広
島
の
攻
勢
を
し

の
い
で
い
き
ま
す
。
90
分

を
終
え
、
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
タ
イ
ム
の
表
示
は
５

分
。
ゴ
ー
ル
前
で
ピ
ン
チ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｆ

陣
を
中
心
に
体
を
張
り
続

け
、
１
︲
１
の
ま
ま
試
合

終
了
。
苦
し
い
状
況
を
乗
り
切
っ
た

末
の
ド
ロ
ー
に
、「
勝
ち
点
１
を
持

ち
帰
れ
た
の
は
プ
ラ
ス
に
と
ら
え
た

い
」
と
キ
ャ
プ
テ
ン
大
野
選
手
は
前

を
向
い
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
後
の
記
者
会
見
で
、
三
浦
監

督
は
「
ア
ウ
ェ
イ
の
遠
い
地
ま
で
新

潟
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
こ
ん
な
に
も
た

く
さ
ん
来
て
く
れ
て
、
我
々
を
勇
気

づ
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
声
援
へ
の
感
謝
の

思
い
を
語
る
と
と
も
に
、「（
退
場
が

あ
っ
た
後
も
）
選
手
た
ち
は
全
員
で

一
致
団
結
し
て
守
り
切
っ
て
、
貴
重

な
勝
ち
点
１
を
挙
げ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
」
と
激
闘
を
戦
い
抜
い
た
選

手
た
ち
の
頑
張
り
を
称
え
て
い
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
が
初
戦
で
示
し
た
も
の

は
、
今
季
の
躍
進
へ
と
大
い
に
期
待

を
抱
か
せ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ

ル
を
追
求
し
続
け
、
ひ
と
つ
で
も
上

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑ボランチの一角、原選手は優れ
た危機察知能力を披露。

↑勝ち点１の殊勲となった田中
選手。
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【
Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
開
幕
戦
日
程

�

の
お
知
ら
せ
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
男
子
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ

ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
女
子
、
開
幕
戦
の
情
報
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
４
月
30
日
（
日
）
11

時
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
キ
ッ
ク
オ
フ
し

ま
す
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
、
４

月
９
日
（
日
）
14
時
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

キ
ッ
ク
オ
フ
し
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
北
信

越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部
で
３

位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
１
位
を
目
指
し
、
目
標
で
あ
る

Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
の
昇
格
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
も
昨
シ
ー
ズ

ン
の
成
績
は
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦
で
敗
れ
北
信
越

女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
へ
降
格
と
い

う
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
、
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
リ
ー
グ
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
共
に
昇
格
を
目

指
す
た
め
の
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
開
幕
戦
へ
向

け
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も

フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と

チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
い
抜
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

試
合
当
日
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き

Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
の

�

様
子
】

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
、
開
幕
戦
に
向
け
て

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
地
域
貢

献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦
前
に
様
々
な

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
２
月
18
日
赤
谷
ど
ん
つ
き
祭
り

が
行
わ
れ
、
雪
上
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
レ
デ

ィ
ー
ス
選
手
が
コ
ー
チ
と
し
て
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
サ
ッ
カ

ー
を
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

レ
デ
ィ
ー
ス
選
手
は
子
ど
も
た
ち
に

と
て
も
人
気
で
大
活
躍
し
て
い
ま
し

た
。

を
目
指
し
て
シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い

き
ま
す
。

※
４
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
〉

第
５
節　

４
月
１
日
（
土
）

vs
ガ
ン
バ
大
阪

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
６
節　

４
月
８
日
（
土
）

vs
サ
ガ
ン
鳥
栖

午
後
３
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
７
節　

４
月
16
日
（
日
）

vs
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

第
８
節　

４
月
22
日
（
土
）

vs
Ｆ
Ｃ
東
京

午
後
4
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
９
節　

４
月
30
日
（
日
）

vs
柏
レ
イ
ソ
ル

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
Ｊ
リ
ー
グ
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ル
ヴ
ァ
ン

�

カ
ッ
プ�

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
〉

第
２
節　

４
月
12
日
（
水
）

vs
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
３
節　

４
月
26
日
（
水
）

vs
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

午
後
７
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

ニ
ッ
パ
ツ
三
ツ
沢
球
技
場

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
２
節　

４
月
２
日
（
日
）

vs
マ
イ
ナ
ビ
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ

ィ
ー
ス　

午
後
1
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台

第
３
節　

４
月
15
日
（
土
）

vs
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

多
摩
市
立
陸
上
競
技
場

第
４
節　

４
月
22
日
（
土
）

vs
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ　

午
後
０
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
５
節　

４
月
29
日
（
土
・
祝
）

vs
ち
ふ
れ
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ

�

カ
ッ
プ
１
部�

予
選
リ
ー
グ
〉

第
１
節　

４
月
９
日
（
日
）

vs
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・
レ
デ
ィ

ー
ス 

午
後
０
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi
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Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

町政ポスト

Ｑ＆Ａ
Ｑ所属
の
こ
ど
も
園
で
の

土
曜
日
預
か
り
保
育
は

�

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

子
ど
も
が
蓮
野
こ
ど
も
園
に
通

っ
て
い
ま
す
。

 

土
曜
保
育
が
蓮
潟
こ
ど
も
園
な

の
で
、（
子
ど
も
が
）
い
つ
も
行

き
た
が
ら
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
こ
ど
も
園
で
土
曜
保

育
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

人
件
費
な
ど
の
関
係
で
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
今
週
は
蓮
野
こ
ど
も

園
、
来
週
は
亀
代
こ
ど
も
園
と
い

っ
た
形
で
持
ち
回
り
に
す
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　
預
か
り
保
育
に
関
す
る
ご
意
見

に
つ
い
て
、
回
答
し
ま
す
。

　
現
在
、
こ
ど
も
園
に
お
け
る
土

曜
日
の
預
か
り
保
育
（
以
下
、
土

曜
預
か
り
）
に
つ
い
て
は
、
人
員

や
経
費
な
ど
を
考
え
、
町
の
ほ
ぼ

中
心
に
あ
る
蓮
潟
こ
ど
も
園
の
一

か
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
蓮
潟
こ
ど
も

園
の
園
児
が
多
く
な
り
、
ク
ラ
ス

が
増
え
る
た
め
、
延
長
保
育
、
土

曜
預
か
り
を
す
る
部
屋
が
確
保
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
預
か
り

保
育
専
用
の
施
設
の
建
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

蓮
潟
こ
ど
も
園
の
敷
地
内
に
、
小

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
同

規
模
の
建
物
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
今
年
の
９
月
頃

に
完
成
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
蓮
野

こ
ど
も
園
で
土
曜
預
か
り
を
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
要
望
の
あ
っ
た
毎
週

３
園
で
の
持
ち
回
り
で
、
土
曜
預

か
り
を
行
う
こ
と
は
、
受
け
入
れ

の
体
制
や
距
離
的
な
問
題
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
土
曜
預
か
り
の
利
用

者
が
多
く
な
れ
ば
、
各
園
で
の
対

応
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
バ
ス
小
屋
に
あ
っ
た

宗
教
チ
ラ
シ（
？
）が
不
快
！

　

こ
ど
も
園
バ
ス
待
ち
小
屋
に
宗

教
の
新
聞
か
チ
ラ
シ
の
よ
う
な
も

の
が
数
部
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

宗
教
も
政
治
も
個
人
の
自
由
意
思

で
決
定
す
る
も
の
で
す
が
、
幼
い

子
ど
も
の
目
に
す
る
と
こ
ろ
に
置

く
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
以

前
母
子
と
も
ど
も
、
と
て
も
不
愉

快
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

 

（
年
代
不
明
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　
頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、
回

答
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
の
バ
ス
待
合
所
に
宗

教
的
な
チ
ラ
シ
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
許
可
な
く
置

か
れ
た
も
の
で
、
町
と
は
一
切
関

係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
快
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
て
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
関
係
の
も

の
が
置
か
れ
な
い
よ
う
に
点
検

し
、
も
し
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
撤
去
し
、

再
び
置
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

な
対
応
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
袋
に
水
切
り
用

の
切
れ
込
み
か
穴
を
あ
け
て

�

く
だ
さ
い
！

　

ご
み
袋
の
中
に
タ
ポ
タ
ポ
と
水

 このコーナーでは、町政ポスト
に投稿のあった町政に対するご意
見、ご質問とそれに対する回答を
紹介します。
 投稿者は年代と性別だけ表示し
ます。

　町政ポストはがきやＥメールで
ご投稿いただいたご意見・ご質問
を広報にて紹介します。あらかじ
めご了承ください。

　なお、投稿者や第三者のプライ
バシーを害する恐れがある場合な
ど、投稿と回答の内容によっては
掲載しないこともあります。
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Ａ の
入
っ
た
ご
み
袋
が
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
ご
み

袋
の
中
に
虫
が
わ
い
て
い
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
案
で

す
が
、
可
燃
性
の
ご
み
袋
の
底
辺

の
部
分
に
２
カ
所
ほ
ど
の
切
れ
込

み
か
穴
を
あ
け
配
布
し
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。
水
分
を
含
ん
だ
可

燃
ご
み
は
、
自
宅
で
も
水
気
が
切

れ
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
燃
料

代
の
節
約
に
も
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
一
考
し
て
い

た
だ
き
た
く
提
案
し
ま
す
。

（
原
文
一
部
変
更
、

 

60
歳
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
こ
の
度
は
「
ご
み
袋
の
形
状
を

穴
あ
き
の
も
の
に
し
て
は
？
」
と

い
う
貴
重
な
ご
提
案
を
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、
ご
提
案
に
関
し
て
で
す

が
、
予
め
穴
を
あ
け
た
ご
み
袋
で

は
小
さ
な
ゴ
ミ
や
掃
除
を
し
た
時

の
ホ
コ
リ
な
ど
が
漏
れ
出
す
こ
と

や
、
予
め
あ
け
た
穴
か
ら
袋
が
破

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

本
来
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
み
を

入
れ
て
い
た
だ
い
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
て
い
た
だ
く
袋
で

す
の
で
水
気
の
あ
る
ご
み
を
入
れ

る
前
提
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
ご
提
案
内
容
に
沿
う
こ
と
が

で
き
ず
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
状
の
形
状
を
変
更
さ
せ
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
集
落
で
は
区
長
か
ら

組
単
位
で
「
廃
棄
物
減
量
化
等
推

進
員
」
の
任
命
を
お
願
い
し
、
区

長
と
連
携
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
美
化
と
と
も
に
ご
み
の
減
量

化
や
、
ご
み
出
し
に
つ
い
て
の
注

意
喚
起
な
ど
管
理
活
動
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た

め
不
適
切
な
ご
み
の
出
し
方
を
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
区
長
や

推
進
委
員
の
方
々
と
も
ご
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

良
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
集
落
に
お
い
て

快
適
な
住
空
間
を
構
築
す
る
た
め

に
お
互
い
に
注
意
し
あ
う
こ
と
、

提
案
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
聖
籠

町
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
と
な

り
得
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
寄
地
区
～
佐
々
木
へ
の

道
路
の
拡
張
と
街
灯
の
増
設

�

を
し
て
く
だ
さ
い
！

　

藤
寄
地
区
よ
り
（
県
道
）
３
号

線
に
出
る
道
路
は
高
校
生
ら
が

佐
々
木
駅
に
自
転
車
や
徒
歩
で
通

っ
て
い
る
道
路
で
す
。
途
中
、
新

発
田
川
に
か
か
る
藤
寄
橋
を
渡
り

き
っ
た
と
こ
ろ
が
カ
ー
ブ
と
な
っ

て
お
り
、
草
木
が
見
通
し
を
悪
く

し
て
ま
す
。
夜
は
街
灯
も
少
な
く

大
変
危
険
で
す
。

　

橋
を
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
バ

ス
の
事
業
所
も
あ
り
、
狭
い
道
路

に
大
型
バ
ス
も
往
来
し
ま
す
。
道

路
拡
張
と
街
灯
の
増
設
を
希
望
し

ま
す
。
橋
を
境
に
新
発
田
市
に
な

り
ま
す
が
、
新
発
田
市
、
聖
籠
町

両
者
の
ご
協
力
、
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

（
年
代
不
明
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
生
活
環
境
課

�

・
ふ
る
さ
と
整
備
）

　
藤
寄
橋
付
近
の
カ
ー
ブ
の
見
通

し
と
街
灯
に
関
す
る
ご
意
見
に
つ

い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
聖
籠
町
と
新
発
田
市
を
結
ぶ
こ

の
道
路
は
、
新
発
田
市
方
面
へ
藤

寄
橋
を
渡
っ
た
カ
ー
ブ
の
終
わ
り

「
聖
籠
町
」
表
示
看
板
ま
で
が
町

が
管
理
す
る
町
道
で
、
そ
の
先
県

道
３
号
線
ま
で
は
新
発
田
市
が
管

理
す
る
市
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ブ
の
箇
所
が
草
木
に
よ
り

見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
る
件
に

つ
い
て
は
、道
路
敷
で
あ
る
の
で
、

繁
茂
す
る
時
期
に
草
刈
な
ど
を
行

う
こ
と
で
改
善
す
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
道
路
拡
張
に
関
し
て
で

す
が
、
こ
の
大
型
バ
ス
の
会
社
は

新
発
田
市
内
に
あ
り
、
大
型
バ
ス

は
主
に
県
道
３
号
線
に
向
っ
て
走

行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
新
発
田
市
と
聖
籠
町
で
連
携
し

て
い
る
定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で

交
通
量
や
経
済
効
果
な
ど
を
考
え

た
場
合
、
整
備
箇
所
に
位
置
づ
け

る
こ
と
は
難
し
く
、
道
路
拡
張
に

伴
い
橋
も
架
け
替
え
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
現

時
点
で
は
、
聖
籠
町
・
新
発
田
市

と
も
道
路
拡
張
を
予
定
し
て
い
な

い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、街
灯
に
関
し
て
で
す
が
、

藤
寄
集
落
の
青
木
建
築
作
業
所
の

十
字
路
か
ら
藤
寄
橋
ま
で
の
間
と

藤
寄
地
区
公
民
館
か
ら
藤
寄
橋
ま

で
の
間
の
街
灯
は
、
防
犯
灯
と
し

て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
集
落
管
理

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
び
、

藤
寄
集
落
で
３
月
末
に
防
犯
灯
１

基
を
増
設
す
る
と
い
う
お
話
を
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

該当箇所

新発田市

新
発
田
川

至
杉
谷
内

至
藤
寄
下
通

藤寄橋

至旭ヶ丘

藤寄
体育館
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こ
ど
も
園
の
ト
イ
レ
を

男
女
で
仕
切
る
改
造
か
増
築

�
を
し
て
く
だ
さ
い
！

　

孫
の
運
動
会
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
参
観
日
な
ど
、
蓮

潟
こ
ど
も
園
に
行
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

年
で
す
の
で
ト
イ
レ
も
近
く
て

困
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
ち
ら
の

ト
イ
レ
は
入
り
口
が
一
つ
で
男
女

共
通
で
、
女
性
が
で
き
る
の
は
２

カ
所
、
そ
の
反
対
側
に
す
ぐ
男
子

の
小
便
器
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も

利
用
を
し
よ
う
と
す
る
と
女
性
ば

か
り
の
長
い
行
列
で
男
性
が
か
わ

い
そ
う
で
す
。
他
市
町
村
か
ら
も

大
勢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
張
り
切
っ
て
来
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
改
造
・
増
築
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

（
60
歳
代
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　
頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、
回

答
し
ま
す
。

　
現
在
、
蓮
潟
こ
ど
も
園
と
亀
代

こ
ど
も
園
の
大
人
用
（
職
員
用
）

ト
イ
レ
は
、
男
女
が
同
じ
部
屋
に

あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
男
性
の
職
員
も
増
え
、
普

段
か
ら
も
気
を
使
っ
て
利
用
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
ト
イ
レ
を
増
設
す
る

場
合
、
現
在
の
建
物
の
ス
ペ
ー
ス

を
考
え
る
と
、
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
の

ス
ペ
ー
ス
を
う
ま
く
利
用
し
、
男

女
と
も
気
を
使
う
こ
と
な
く
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
な
空
間
を
考

え
、
改
修
を
検
討
し
て
い
く
予
定

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

消
雪
パ
イ
プ
用
に
予
算
を

残
し
て
く
だ
さ
い
！

�

は
が
き
も
中
止
を
！

　

雪
が
降
ら
な
か
っ
た
ら
除
雪
代

も
か
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
予

算
を
消
雪
パ
イ
プ
用
に
残
し
て
お

い
て
少
し
で
も
町
民
が
雪
が
降
っ

て
も
困
ら
な
い
気
遣
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
声
は
こ
の
は

が
き
を
出
し
て
も
だ
め
だ
と
だ
か

ら
こ
の
は
が
き
も
中
止
し
た
ら
予

算
も
残
る
と
。

 

（
年
代
・
性
別
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
ふ
る
さ
と
整
備

�

・
総
務
課
）

　
除
雪
業
務
に
お
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
大
変
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
投
稿
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ

い
て
、
お
答
え
し
ま
す
。

　
除
雪
は
、
暖
冬
と
言
わ
れ
た
年

で
あ
っ
て
も
、
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
数
回
は
出
動
し
て
お
り
ま

す
が
、
消
雪
パ
イ
プ
で
融
雪
す
る

路
線
も
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
は
、

町
は
冬
の
交
通
確
保
面
や
必
要
性

な
ど
を
考
え
て
計
画
的
に
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
は
除
雪
の
労
力
も

軽
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
集
落
か

ら
の
整
備
要
望
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
費
用
が
非
常
に
高
額
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
計

画
箇
所
を
一
度
に
設
置
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
町
政
ポ
ス
ト
投
稿
ハ
ガ

キ
の
広
報
紙
へ
の
折
り
込
み
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
行
政

へ
の
参
画
と
開
か
れ
た
行
政
を
推

進
し
「
町
民
と
の
対
話
に
よ
る
町

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
実

施
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
費
用
は

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
町
政
に
関
す
る
ご
質

問
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

に
対
し
て
回
答
を
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
町
の
政
策
に
反
映
す
る
な

ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
現
状

で
は
町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
作
成
お

よ
び
配
布
を
中
止
す
る
こ
と
や
、

廃
止
し
て
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
に

充
て
る
こ
と
は
予
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
財
政
も
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
財
源
を
確
保

し
つ
つ
、
必
要
性
や
優
先
順
位
な

ど
を
考
え
な
が
ら
計
画
的
に
消
雪

パ
イ
プ
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す

の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

プ
ラ
ゴ
ミ
回
収
日
を

�

増
や
し
て
く
だ
さ
い
！

　

プ
ラ
ゴ
ミ
の
日
を
週
2
回
ぐ
ら

い
に
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

プ
ラ
ゴ
ミ
は
結
構
た
ま
る
の
で

週
１
で
は
足
り
な
い
と
思
い
ま

す
。
周
り
で
こ
ん
な
意
見
が
た
く

さ
ん
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
日
頃
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
要
望
に
関
し
て
で
す

が
、
近
隣
市
町
村
で
の
プ
ラ
ス
チ
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Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

ッ
ク
ご
み
の
回
収
は
週
1
回
ま
た

は
月
2
回
の
回
収
が
主
流
で
あ
る

こ
と
と
、
週
1
回
か
ら
週
2
回
に

変
更
す
る
こ
と
に
よ
る
経
費
の
確

保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
何
と
か

ご
希
望
に
沿
い
た
い
の
で
す
が
実

現
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
多
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
通

り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
入
れ
る

袋
を
増
や
す
こ
と
で
の
対
応
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ア
メ
シ
ロ
防
除
剤
配
布
は

�

廃
止
を
！

　

毎
年
ア
メ
シ
ロ
の
防
除
剤
が
希

望
す
る
家
に
配
布
さ
れ
て
い
る

が
、
農
家
の
方
々
が
優
先
的
に
も

ら
っ
て
い
て
、
家
庭
菜
園
や
庭
の

木
に
２
本
使
い
た
い
の
で
３
～
４

ml
欲
し
い
と
い
う
人
に
は
届
い
て

い
な
い
。
農
家
優
先
な
ら
Ｊ
Ａ
に

移
譲
す
れ
ば
集
落
の
係
も
楽
に
な

る
。（
そ
の
代
わ
り
に
耕
作
放
棄

地
か
ら
飛
ん
で
く
る
雑
草
の
種
に

困
っ
て
い
る
の
で
除
草
剤
を
配
布

し
て
ほ
し
い
）

　

廃
止
し
て
よ
い
と
思
う
。

 

（
年
代
不
明
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
産
業
観
光
課
）

　
毎
年
、
集
落
に
ア
メ
シ
ロ
防
除

薬
剤
が
配
布
さ
れ
る
が
、
農
家
の

方
が
優
先
的
に
配
布
さ
れ
る
た

め
、
他
の
希
望
者
へ
は
配
布
さ
れ

な
い
と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　
ア
メ
シ
ロ
防
除
薬
剤
（
ト
レ
ボ

ン
乳
剤
）
に
つ
い
て
は
、
集
落
の

共
同
防
除
（
集
落
内
で
一
斉
に
各

家
庭
の
ア
メ
シ
ロ
防
除
を
行
う
）

に
対
し
て
薬
剤
を
配
布
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ご
意

見
の
よ
う
に
農
家
や
各
家
庭
に
配

布
す
る
た
め
に
配
布
し
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
家
の
方

が
畑
な
ど
で
使
用
す
る
場
合
や
、

家
庭
菜
園
、
庭
木
の
防
除
を
個
人

で
行
う
場
合
は
、
個
人
で
薬
剤
を

購
入
し
て
防
除
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
は
事
前
に
各
集
落

へ
希
望
数
量
（
上
限
あ
り
）
を
確

認
し
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
こ
の
配
布
方

法
を
見
直
す
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
除
草
剤
の
配
布
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
は
予
定
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
併
せ
て
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
病
害
虫
防
除
に
つ
い

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
広
報
せ
い
ろ
う
」
と

「
広
報
せ
い
ろ
う
・
お
知
ら
せ

号
」
を
一
緒
に
出
し
て

�

く
だ
さ
い
！

　

お
疲
れ
様
で
す
。

　

町
か
ら
町
民
に
配
布
さ
れ
る
、

広
報
な
ど
配
り
物
の
事
で
お
願
い

が
有
り
ま
す
。

　

先
々
週
「
広
報
せ
い
ろ
う
」
を

各
家
に
配
り
、
先
週
「
広
報
せ
い

ろ
う
・
お
知
ら
せ
号
」
が
一
枚
来

ま
し
た
。
一
緒
に
出
せ
な
い
で
す

か
？

　

一
緒
に
出
し
て
下
さ
れ
ば
、
一

度
で
済
み
ま
す
。

　

次
回
か
ら
一
緒
に
出
し
て
下
さ

い
。
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
総
務
課
）

　
広
報
の
発
行
に
関
す
る
ご
意
見

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
広
報
せ
い
ろ
う
は
、
原
則
と
し

て
最
終
金
曜
日
に
翌
月
の
広
報
一

般
号
を
、
月
半
ば
15
日
の
最
も
近

い
金
曜
日
に
そ
の
月
の
お
知
ら
せ

号
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
一
般

号
と
お
知
ら
せ
号
の
発
行
の
間
隔

は
、
原
則
と
し
て
２
週
間
程
度
空

け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
８
月
は
月
半
ば
が
お
盆

期
間
の
た
め
行
政
区
を
通
じ
て
の

配
布
が
難
し
く
、
１
月
は
編
集
期

間
に
年
末
年
始
が
あ
り
、
編
集
作

業
が
で
き
な
い
た
め
、
月
半
ば
の

発
行
を
せ
ず
、
一
般
号
の
み
の
発

行
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
原
則
月
２
回
発
行
と
し
て
い
る

の
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
適
切
な

時
期
に
町
か
ら
の
情
報
を
お
伝
え

す
る
た
め
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広

報
発
行
の
計
画
上
、
広
報
せ
い
ろ

う
一
般
号
と
お
知
ら
せ
号
を
一
緒

に
出
す
の
は
難
し
い
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お問い合わせ

　役場総務課 
　広報広聴係

　（内線２２２）
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み ん な の ひ ろ ば

　春に旬を迎える野菜には、冬のうちにため込んだ脂肪や
老廃物を身体から出し、ビタミンを補給してくれる効果が
あります。例えば、聖籠町の皆さんがこの時期によく食べ
る山菜やたけのこなどの煮物などは体に有害とされる活性
酸素を除去するファイトケミカルが豊富です。

作り方
① れんこんは千切りにして酢水にさらしておく。

竹の子、人参は同じ長さの千切りにする。菜の花は３㎝の
長さに切っておく。

② ①の野菜をさっと茹で、水気を切る。
③ ボールに A の調味料を合わせ、②を加えて和える。

※アーモンド粉はピーナツ粉やすりごまに替えても OK　
　苦味のある野菜が苦手な子供にもお勧めです。

〈春野菜のアーモンド和え〉1人分（エネルギー 87kcal 塩分 0.4g）

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

町の宝で〜す
2月の乳児健診から

菅原 未
ま

朱
しゅ

羽
う

 ちゃん

中村 脩
しゅう

人
と

 ちゃん

榎本 遥
はる

太
た

 ちゃん

髙橋 しずく ちゃん

小見 心
あ い ら

結愛 ちゃん

佐藤 葵
あおい

 ちゃん

齋藤 陽
ひ

彩
いろ

 ちゃん

吉永 栞
しおり

 ちゃん

加藤 健
たけ

琉
る

 ちゃん

富原 一
いち

華
か

 ちゃん

廣川 森
しん

 ちゃん

髙橋 初
そ よ か

代香 ちゃん

森田 理
り と

叶 ちゃん

加藤 楓
ふう

花
か

 ちゃん

宮澤 叶
と わ

翔 ちゃん

宮本 るか ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

季節の変わり目に
　免疫力アップ食を

材料（５人分）
　たけのこ（茹で）‥80g
　れんこん‥‥‥‥80g
　人参‥‥‥‥‥‥中1/2本（80g）
　菜の花（又はアスパラ菜）
　　　　　　　‥‥1/3束（80g）
　アーモンド粉‥‥大さじ3と1/2
　砂糖‥‥‥‥‥‥小さじ2
　醤油‥‥‥‥‥‥大さじ1/2

A

　春の陽気は気持ちよく、過ごしやすい季節ですね。でも、「な
んだか体がだるい」「眠い」「気分がすっきりしない」などの心
身の不調を感じる方も多いようです。春は気温の変化が大きい
ことや新しい生活環境に伴う緊張やストレスが増えることで、
代謝や体温調節を司っている自律神経のバランスが崩れて、う
まく働かないことが要因と考えられています。そこで今回は自
律神経を整えて、さらに免疫力が上がる食事をご紹介します。

< 免疫力を上げる食事 > 
●旬の野菜を積極的に食べる
●バランスの良い食事をとる
●食品添加物に注意した食事をする。
●身体を温める食事をする
●腸内環境を整える食事をする

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７－６５１１
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み ん な の ひ ろ ば

森  猛
たけ

義
よし

さん
国民健康保険永年勤続者表彰を受賞

選挙時の投票管理者や立会人として
 長年務められた方々を表彰

町と聖籠郵便局・亀代郵便局・
新発田郵便局とが平常時や

災害発生時の協力協定に調印

　２月 27 日（月）、聖籠町国民健康保険運営協議会（以
下、同協議会）会長の森猛義さん（67 歳：蓮野）が、
新潟県国民健康保険団体連合会から国民健康保険永年
勤続者表彰を受けました。
　森会長は、平成 11 年に同協議会の委員となり、平
成 15 年からは会長として在職されております。これ
までの同協議会委員として町の国民健康保険の適正な
運営に尽力された功労が認められ、今回の表彰となり
ました。
　表彰を受け、森会長は「町の役に立てばと思い委員
を受けてから早くも 17 年が過ぎました。健康保険制
度を取り巻く状況は大きく変わってきておりますが、
これからも町の国保が適正に運営されるよう努めてい
きたいと思います」と話されました。今後のさらなる
ご活躍をお祈りします。

　３月２日（木）、選挙時に管理者や立会人として長
年にわたり従事された方々が、選挙の適正執行に尽力
された功績をたたえられ、町選挙管理委員会から表彰
されました。表彰を受けた方は次のとおりです。

■投票管理者または立会人として通算１２年以上、
２０回以上従事した方（敬称略）
遠藤　和

かずあき

明（藤　寄）　　　高橋　竹
たけ

美
み

（次第浜）

■投票管理者または立会人として通算６年以上、　
１０回以上従事した方（敬称略）
市川　勝

かつえい

榮（本諏訪山）　　𠮷田　辰
たつ

雄
お

（二本松）
齋藤　文

ぶんきち

吉（蓮　潟）　　　松田　春
はる

男
お

（亀　塚）
宮下ともみ（次第浜）　　　坂井　直

なお

美
み

（二本松）
圓山由

ゆ み こ

美子（蓮　野）　　　渡邉ケイ子
こ

（網代浜）

　今後も、町選挙の適正な執行にご協力をお願いします。
↑新潟県国民健康保険団体連合会新理事長に就任した渡邊町長
（左）から表彰状を受けとる森会長（右）

↓町選挙管理委員会の長谷川進
しん

一
いち

委員長（左）から表彰を受ける
遠藤和

かずあき
明さん（右）

↑左から大沼聖籠郵便局長、渡邊町長、富樫亀代郵便局長、渡辺
新発田郵便局長

　

３
月
10
日
（
金
）、
聖
籠
町
役
場
で
、
町
と
聖
籠
郵
便

局
、
亀
代
郵
便
局
、
新
発
田
郵
便
局
に
よ
る
災
害
発
生
時

な
ど
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
と
聖
籠
郵
便
局
お
よ
び
亀
代
郵
便
局
は
、
平
成
11
年

に
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

新
発
田
郵
便
局
を
追
加
し
、
災
害
発
生
時
で
の
配
達
の
た

め
の
相
互
協
力
な
ど
内
容
を
一
部
見
直
し
た
協
定
、ま
た
、

郵
便
配
達
時
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
に
何
か
異
常
を
発
見
し

た
際
の
町
へ
の
情
報
提
供
と
協
力
を
定
め
た
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
書
を
渡
邊
町
長
、
大
沼
豊

ゆ
た
か
聖
籠
郵
便

局
長
、
富
樫
和か

ず
と
し俊

亀
代
郵
便
局
長
、
渡
辺
英ひ

で

樹き

新
発
田
郵

便
局
長
が
署
名
し
、
協
定
が
発
効
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
の
た
め
、
町
と

郵
便
局
は
互
い
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
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祝  聖籠中卒業 １４７人の新たな門出をお祝い申し上げます。

未来へはばたけ！卒業生！

①
③
②
④

町の桜 楽しみませんか
　新潟県の各所に桜の名所がありますが、聖籠町
にも見事な桜を鑑賞できる場所があります。開花
時期に町ホームページで開花状況を随時更新して
いきます。
　ぜひ、町の桜をお楽しみください。

①弁天潟風致公園（蓮野）
　　開花に合わせてライトアップされます。
②加治川治水記念公園（真野～新発田市）
　　見事な桜のトンネルあり。
③派川加治川の聖籠緑地からアルビレッジ入口
付近まで（東港 5丁目）

　　町内でも最も開花が早い場所の一つ。
④聖籠町役場前（諏訪山）
　　役場前から図書館まで楽しめます。


